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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（１）重量平均分子量が１５０，０００～４００，０００Ｄａの範囲の硬化性（メタ）
アクリレートコポリマーと、（２）任意選択の光開始剤とを含む硬化性接着剤組成物であ
って、前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、
　ａ）前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して５
０～９４重量パーセントの範囲の量の式（Ｉ）の第１のモノマー単位
【化１】

　（式中、
　Ｒ１は、水素又はメチルであり、
　Ｒ２は、アルキル基、ヘテロアルキル基、アリール基、アラルキル基、又はアルカリー
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ル基である）、
　ｂ）前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して６
～１０重量パーセントの範囲の量の式（ＩＩ）の第２のモノマー単位
【化２】

　ｃ）前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して０
．０５～５重量パーセントの範囲の量の式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位

【化３】

　（式中、
　Ｒ３は、１）紫外線に曝露されたとき、ポリマー鎖からの水素引き抜きを起こす芳香族
ケトン基、又は２）紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき、前記光開始剤の存在下で
フリーラジカル重合する（メタ）アクリロイル基を含む）、及び
　ｄ）硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して０～２
０重量パーセントの範囲の量の式（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位
【化４】

　（式中、
　Ｘは、－Ｏ－又は－ＮＨ－であり、
　Ｒ４は、ヒドロキシ置換アルキル基又はヒドロキシ置換ヘテロアルキル基である）
　を含み、
　前記硬化性接着剤組成物が、２５℃で５（１０－４）Ｐａ－１未満のクリープコンプラ
イアンスを有し、
　前記硬化性接着剤組成物が、７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超のクリープコンプライ
アンスを有し、
　前記硬化性接着剤組成物が、２５℃で、かつ１ラジアン／秒の周波数で測定したとき、
少なくとも４０キロパスカル（ｋＰａ）に等しい剪断貯蔵弾性率を有する、
　硬化性接着剤組成物。
【請求項２】
　前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、酸性モノマー、ビニルエステルモノマ
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ー又は無水物含有モノマーに由来するモノマー単位を含まないか、又は実質的に含まない
、請求項１に記載の硬化性接着剤組成物。
【請求項３】
　前記硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、１ラジアン／秒の周波数で動的機械分
析を用いて測定したとき、少なくとも－１５℃に等しいガラス転移温度を有する、請求項
１に記載の硬化性接着剤組成物。
【請求項４】
　硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを含む硬化した接着剤組成物であって、前記
硬化した接着剤組成物が、硬化性接着剤組成物を紫外線又は可視光線に曝露した結果得ら
れる反応生成物であり、前記硬化性接着剤組成物が、請求項１に記載のものである、硬化
した接着剤組成物。
【請求項５】
　光学的に透明である、請求項４に記載の硬化した接着剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本出願は、その開示の全内容が参照により本明細書に組み込まれる、２０１５年９月３
０日に出願された米国仮特許出願第６２／２３５１５２号の利益を主張するものである。
【０００２】
　硬化性接着剤組成物、硬化した接着剤組成物、硬化性及び硬化した接着剤組成物を含有
する物品、並びに物品の製造方法を提供する。
【背景技術】
【０００３】
　外側カバーレンズ又はシート（例えば、ガラス、ポリエチレンテレフタレート、ポリカ
ーボネート、ポリ（メチルメタクリレート）、及び環状オレフィンコポリマーなどをベー
スとしたものなど）と下部の電子表示アセンブリの表示モジュールとの間のギャップ充填
のための新規の光学的に透明な接着剤（ＯＣＡ）に対して高い需要がある。ＯＣＡの存在
は、基材とエアギャップとの間の屈折率の不一致を低減し、また同時に、アセンブリに構
造的サポートを設けることによって、ディスプレイの性能を改善する。屈折率整合接着剤
によるギャップの充填は、多層表示パネルの使用につきものの日光及び周辺光の反射を低
減し、その結果、従来型表示パネルのコントラスト及び輝度が改善される。
【０００４】
　特定の表示装置の製造中、２つの硬質基材、例えば液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）及びガ
ラス又はポリカーボネートカバーレンズは、ＯＣＡによって光学的に結合されなければな
らない。多くの場合、容量接触センサーも、ＬＣＤとカバーレンズとの間に導入される。
光学的に透明な液体接着剤（ＬＯＣＡ）として又は光学的に透明な接着フィルム（例えば
、コントラスト増強フィルム（ＣＥＦ）と呼ばれ得るダイカットフィルム）として単層又
は多層のＯＣＡを使用して、ディスプレイモジュールの最上層を組み立てることができる
。
【０００５】
　新しい表示装置ほど、元来のガラスベースのセンサーの代わりに、フィルムベースの接
触センサーを使用している。これらのフィルムベースの接触センサーは、従順性がより大
きく、そのため組み立て中に変形しやすい。このような変形が大きく、永久的であるとき
、輝線として知られる光学的欠損が存在し得、組み立て担当者は、それを解消するために
長い時間を要する。加えて、積層工程中に導入されるパターン又はしわなどの欠陥も、Ｌ
ＣＤ上に応力及び不均一な圧力を発生し、許容できない像歪みを引き起こし得る。これら
の歪みは、多くの場合、「ムラ」と呼ばれる。
【０００６】
　レンズ側では、ＯＣＡは、典型的には、化粧インク段差のよりとがった角も完全に充填
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できなければならない。光学的に透明な液体接着剤（ＬＯＣＡ）は、インク段差を非常に
よく被覆することができるが、組み立て中に、ギャップ均一性、硬化収縮、及び漏出を管
理しなければならない。対照的に、フィルム様ＯＣＡ、例えばＣＥＦは、非常に優れたキ
ャリパー制御を有し、適用が容易であるが、大きなインク段差を被覆し、ムラを回避する
ためにＬＣＤに対して充分な従順性を有し、かつ／又はプラスチック接触センサーの歪み
を回避するために充分な平滑化を示すには充分な流動性を欠くことがある。
【０００７】
　元来のフィルムＯＣＡは、容易にインク段差ギャップを充填し、いくつかの作業の後は
、小さな黒インク段差（約２５マイクロメートル）に適合することができた。大きな白イ
ンク段差（約７０マイクロメートル）が導入されると、粘弾性バランスがより粘性の特徴
に変更された新世代のＯＣＡフィルムが導入された。この新世代のＯＣＡはまた、架橋密
度がかなり低く、そのためＯＣＡは、効果的にインク段差を被覆するために高い流動性を
維持した。また、アセンブリを環境曝露に対して耐性にするために、オートクレーブ工程
（接着剤を流すことができる圧力下で熱及び時間を与える）の後、これらのＯＣＡを、紫
外線又は可視光線を使用して架橋した。
【０００８】
　現在のトレンドは、より大きな白インク段差（約７０マイクロメートル）を有するイン
ク印刷カバーガラスを使用して製造される極薄の携帯機器へ向かっている。現在のＵＶ硬
化性ＯＣＡは、別段これらが厚く、重くない限り、大きなインク段差に適合し得ない。す
なわち、ＯＣＡの厚さは、多くの場合、インク段差の高さの厚さの３～４倍でなければな
らない（すなわち、現在のＯＣＡは、その厚さの３３～２５％のフィーチャ(feature)を
被覆することができる）。
【発明の概要】
【０００９】
　紫外線又は可視光線を使用して硬化することができる硬化性接着剤組成物を提供する。
これらの硬化性接着剤組成物は、さまざまな適用例、特に電子表示装置における使用に望
ましい流動特性を有する。有意には、硬化性接着剤組成物の層（例えばフィルム）は、そ
の厚さの１００パーセントに達する高さを有する基材上のフィーチャ（例えばインク段差
）を被覆するように流れることができる。有利には、硬化性接着剤のダイカットフィルム
は、４０℃に達する温度（例えば、室温に近い温度及び４０℃以下の温度）で貯蔵し、運
送しても、寸法が安定なままであることができる。すなわち、ダイカットフィルムは、凍
結せずに、また冷却せずに、貯蔵し、輸送することができる。
【００１０】
　第１の態様では、（１）重量平均分子量（Ｍｗ）が１００，０００～４００，０００ダ
ルトン（Ｄａ）の範囲の硬化性（メタ）アクリレートコポリマーと、（２）任意選択の光
開始剤とを含有する硬化性接着性組成物が提供される。硬化性（メタ）アクリレートコポ
リマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して５
０～９４重量％の範囲の量の式（Ｉ）の第１のモノマー単位を含む。
【化１】

　式（Ｉ）中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、Ｒ２は、アルキル基、ヘテロアルキル基
、アリール基、アラルキル基、又はアルカリール基である。硬化性（メタ）アクリレート
コポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対し
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て６～１０重量％の範囲の量の式（ＩＩ）の第１のモノマー単位を更に含む。
【化２】

　Ｒ１基は、式（Ｉ）について上に規定したものと同様である。硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対
して０．０５～５重量％の範囲の量の式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を更に含む。
【化３】

　式（ＩＩＩ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｒ３基は、１）紫外線に
曝露されたとき、ポリマー鎖からの水素引き抜きを起こす芳香族ケトン基、又は２）光開
始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき、フリーラジカル重合する（メ
タ）アクリロイル基を含む。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）
アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対して０～２０重量％の範囲の量の式
（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位を更に含む。

【化４】

　式（ＩＶ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｘ基は、－Ｏ－又は－ＮＨ
－であり、Ｒ４基は、ヒドロキシ置換アルキル又はヒドロキシ置換ヘテロアルキルである
。さまざまな式中のアスタリスク（＊）は、別のモノマー単位又は末端基への結合の部位
を示す。硬化性接着剤組成物は、２５℃で５（１０－４）Ｐａ－１未満のクリープコンプ
ライアンス、及び７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超のクリープコンプライアンスを有す
る。硬化性接着剤組成物は、２５℃及び１ラジアン／秒で測定したとき、少なくとも４０
キロパスカル（ｋＰａ）に等しい剪断貯蔵弾性率を有する。
【００１１】
　第２の態様では、硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを含む、硬化した接着剤組
成物が提供される。硬化した接着剤組成物は、硬化性接着剤組成物を紫外線又は可視光線
に曝露した結果得られる反応生成物である。硬化性接着剤組成物は、第１の態様において
、上に記載したものと同様である。
【００１２】
　第３の態様では、第１の基材と、第１の基材に隣接して（例えば、積層して）配置され
ている硬化性接着剤組成物の層とを含む物品が提供される。硬化性接着剤組成物は、（１
）硬化性（メタ）アクリレートコポリマー及び（２）任意選択の光開始剤を含み、第１の
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態様において上に記載されたものと同様である。多くの実施形態では、硬化性接着剤組成
物の層は、第１の基材と第２の基材との間に配置されている（例えば、接着剤組成物の層
は、第１及び第２の基材の両方に積層される）。
【００１３】
　第４の態様では、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材及び前記第２の基材間に配
置された硬化した接着剤組成物の層（例えば、硬化した接着剤組成物の層は、第１の基材
及び第２の基材の両方に積層される）とを含む物品が提供される。硬化した接着剤組成物
は、第２の態様において上に記載されたものと同様である硬化した（メタ）アクリレート
コポリマーを含む。
【００１４】
　第５の態様では、物品の調製方法が提供される。方法は、第１の基材と、第２の基材と
、硬化性接着剤組成物の層とを準備することを含む。硬化性接着剤組成物は、硬化性（メ
タ）アクリレートコポリマー及び任意選択の光開始剤を含み、第１の態様において上に記
載されたものと同様である。方法は、第１の基材と、第２の基材と、硬化性接着剤組成物
の層とを含み、該硬化性接着剤組成物の層が、第１の基材と第２の基材との間に配置され
ている、積層体を形成することを更に含む。方法は、硬化性接着剤組成物を紫外線又は可
視光線に曝露して、硬化した接着剤組成物の層を形成することを更に含む。
【００１５】
　本開示の上記発明の概要は、開示する各実施形態又は本開示の全ての実施を説明するこ
とを意図するものではない。以下の明細書は、例示的な実施形態をより具体的に例示する
ものである。明細書全体にわたっていくつかの箇所で、実施例の一覧を通して説明を提供
するが、実施例は各種組み合わせにて使用することが可能である。いずれの場合にも、列
挙されたリストは、代表的な群としてのみ機能するものであり、排他的なリストであると
解釈すべきではない。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本開示による代表的物品の断面図である。
【図２】本開示による物品の代表的製造方法の概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　例えば、さまざまな電子表示アセンブリにおいて使用可能な新規の硬化性及び硬化した
接着剤組成物が必要とされている。特に、光学的に透明な硬化性接着剤組成物であって、
ダイで切断（ダイカット）でき、貯蔵及び輸送中に冷蔵又は冷凍せずにダイカットの正確
な寸法を保持でき、オートクレーブ温度（例えば、４０℃～８０℃の範囲の温度）に晒し
たときに充分な流動性を持ち、積層される基材に存在する大きなインク段差又は他のフィ
ーチャ（約７０マイクロメートル以下、８０マイクロメートル以下、９０マイクロメート
ル以下、又は１００マイクロメートル以下、又はそれ以上）を被覆する層（例えばフィル
ム）の形態の硬化性接着剤組成物が必要とされている。流動性は、インク段差又は他のフ
ィーチャを被覆するために重要であるが、接着剤組成物が、接着剤がないままでいる必要
がある電子表示アセンブリの他の構成要素を被覆しないように、流動を注意深く制御しな
ければならない。すなわち、電子表示アセンブリのインク境界及びベゼル寸法が狭まるに
つれ、境界制御がより重要になってくる。
【００１８】
　更に、電子表示アセンブリにおける使用では、接着剤組成物は、典型的には、酸を含ま
ないか、又は酸を実質的に含まない（接着剤の全重量に対して０．１重量％未満、０．０
５重量％未満、０．０１重量％未満、又は０．００５重量％未満の酸性基）ことが必要で
あり、したがってさまざまな金属含有成分、例えばインジウムスズ酸化物又は銅などの微
量金属の腐食が起こらない。酸性基の例として、カルボン酸基、ホスホン酸基、及びスル
ホン酸基がある。
【００１９】
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　光学的に透明であり得る、最小限の酸性基しか有しないか、又は酸性基を有しない、室
温に近い温度で長時間、寸法安定性であり得る（例えば、所望のサイズ及び形状にダイカ
ットして、室温に近い温度で長時間、そのサイズ及び形状を保持できる）、積層中、充分
に流れることができるが、過剰でなく、オートクレーブして、連結する基材上に存在し得
る種々のフィーチャ（例えばインク段差）を被覆することができる、層（例えばフィルム
）の形態であり得る硬化性接着剤組成物が提供される。
【００２０】
　多くの実施形態では、接着剤組成物は、感圧性接着剤組成物である。感圧テープ協議会
によると、感圧性接着剤（ＰＳＡ）は以下の特性：（１）強力かつ永久的な粘着性、（２
）指圧以下での接着、（３）被着体に対する充分な保持力、及び（４）被着体からきれい
に剥離されるだけの充分な凝集力(cohesive strength)を有すると定義されている。ＰＳ
Ａとして良好に機能することが見出されている材料としては、必要な粘弾性特性を呈し、
粘着、剥離接着、及び剪断保持力の所望のバランスをもたらすように設計及び処方された
ポリマーが挙げられる。ＰＳＡは、通常は、室温で粘着性であることを特徴とする。単に
表面に粘着性又は付着性の材料はＰＳＡを構成せず、用語ＰＳＡは、追加の粘弾性の性質
を有する材料を包含する。ＰＳＡは、粘着性のＤａｈｌｑｕｉｓｔ基準を満たす接着剤で
あり、これは、２５℃及び１ヘルツ（６．２８ラジアン／秒）で測定したときの剪断貯蔵
弾性率が、典型的には３×１０５Ｐａ（３００ｋＰａ）以下であることを意味する。ＰＳ
Ａは、典型的には、室温で、接着性、凝集力、従順性、及び弾性を呈する。
【００２１】
　「接着剤組成物」という用語は、本明細書では、硬化性（メタ）アクリレートコポリマ
ー及び／又は硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを含有する接着剤を指してよい。
多くの実施形態では、接着剤組成物は、感圧性接着剤組成物である。
【００２２】
　本明細書で使用する場合、「ａ」、「ａｎ」、及び「ｔｈｅ」は、単数形の要素のみを
指すのではなく、特定の例を例示目的で使用することができる一般クラスの要素も含むこ
とが意図される。これらの用語は、用語「少なくとも１」と区別なく使用することができ
る。
【００２３】
　本明細書で使用する場合、「室温」という用語は、約２０℃～約２５℃又は約２２℃～
約２５℃の温度を指す。
【００２４】
　「及び／又は」という用語は、列挙される要素の１つ若しくは全て、又は任意の２つ以
上の列挙要素の組み合わせを意味する。
【００２５】
　句「の範囲の」又は同様の句は、指定した範囲内の全ての値と、その範囲の両端の値を
指す。
【００２６】
　用語「（メタ）アクリロイル」は、式Ｈ２Ｃ＝ＣＲ１－（ＣＯ）－の基を指し、式中、
Ｒ１は水素又はメチルである。すなわち、（メタ）アクリロイル基は、アクリロイル基（
式中、Ｒ１は水素である）及び／又はメタクリロイル基（式中、Ｒ１はメチルである）で
ある。（メタ）アクリロイル基は、たいていの場合、式Ｈ２Ｃ＝ＣＲ１－（ＣＯ）－Ｏ－
の（メタ）アクリロイルオキシ基又は式Ｈ２Ｃ＝ＣＲ１－（ＣＯ）－ＮＨ－の（メタ）ア
クリロイルアミド基である。
【００２７】
　「（メタ）アクリレートコポリマー」という用語は、２つ以上のモノマー（例えば、３
つ以上のモノマー）から形成されるポリマー材料を指し、コポリマーを形成するために使
用されるモノマーの大部分（少なくとも５０重量％、少なくとも６０重量％、少なくとも
７０重量％、少なくとも８０重量％、又は少なくとも９０重量％）は、（メタ）アクリレ
ート（例えば、アルキル（メタ）アクリレート、アリール（メタ）アクリレート、アラル
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キル（メタ）アクリレート、アルカリール（メタ）アクリレート、及びヘテロアルキル（
メタ）アクリレート）である。（メタ）アクリレートという用語は、メタクリレート、ア
クリレート、又はその両方を含む。（メタ）アクリレートコポリマーという用語は、本明
細書では、前駆体（メタ）アクリレートコポリマー及び／又は硬化性（メタ）アクリレー
トコポリマー、及び／又は硬化した（メタ）アクリレートコポリマーに用いてよい。
【００２８】
　本明細書で使用する場合、「前駆体（メタ）アクリレートコポリマー」という用語は、
式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を含まないが、不飽和試薬化合物と反応して硬化性（
メタ）アクリレートコポリマーを生成することができる、（メタ）アクリレートコポリマ
ーを指す。すなわち、前駆体（メタ）アクリレートコポリマーは、第２のタイプの式（Ｉ
ＩＩ）の第３のモノマー単位である、ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する硬化性
（メタ）アクリレートコポリマーに変換することができる。
【００２９】
　本明細書で使用する場合、「硬化性（メタ）アクリレートコポリマー」という用語は、
式（Ｉ）の第１のモノマー単位及び式（ＩＩ）の第２のモノマー単位に加えて、式（ＩＩ
Ｉ）の第３のモノマー単位を有する、（メタ）アクリレートコポリマーを指す。式（ＩＩ
Ｉ）の第３のモノマー単位は、第１のタイプ（芳香族ケトン基を有する）、第２のタイプ
（ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する）、又はその両方でよい。第３のモノマー
単位は、紫外線（又は光開始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線）に曝露されたとき、
反応することができる。第３のモノマー単位が反応して、硬化した（メタ）アクリレート
コポリマーを生成するとき、異なるポリマー鎖間又は同じポリマー鎖内で共有結合が形成
される。この反応は、典型的には、（メタ）アクリレートコポリマーの重量平均分子量を
増加させる。
【００３０】
　本明細書で使用する場合、「硬化した（メタ）アクリレートコポリマー」という用語は
、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを紫外線（又は光開始剤の存在下で紫外線若し
くは可視光線）に曝露させた結果、得られる（メタ）アクリレートコポリマーを指す。い
くつかの実施形態において、少なくとも５０重量％（例えば、少なくとも６０重量％、少
なくとも７０重量％、少なくとも８０重量％、少なくとも９０重量％、又は少なくとも９
５重量％）の式（ＩＩＩ）の基が反応して架橋部位を形成したとき、材料は硬化されたと
見なされる。
【００３１】
　本明細書で使用する場合、「フィーチャ」という用語は、基材の底部からｚ方向（すな
わち、ｚ方向は構造体の高さに対応する）に突出した構造体を指す。フィーチャは、いか
なる形状を有してもよいが、多くの場合、基材上にさまざまな成分を印刷して生じる段差
などの段差の形態である。すなわち、いくつかの実施形態では、フィーチャは印刷された
インクの段差である。フィーチャの高さは、多くの場合、例えば、基材の底部から１００
マイクロメートル以下、８０マイクロメートル以下、７０マイクロメートル以下、６０マ
イクロメートル以下、４０マイクロメートル以下、２０マイクロメートル以下、又は１０
マイクロメートル以下まで延びている。
【００３２】
　本明細書で使用する場合、接着剤層に関して、「寸法安定性」という用語は、ダイカッ
トフィルムサンプルが、単一のダイカット（すなわち、積み重ねたものの中での位置や積
み重ね方が寸法安定性に影響を及ぼし得る、ダイカット品を積み重ねたものではない）と
して、１週間２５℃で貯蔵されたとき、その元の切断長さ、幅、及び高さを０．５ミリメ
ートル以内、０．３０ミリメートル以内、又は０．１５ミリメートル以内に保つ能力を指
す。
【００３３】
　多くの実施形態において、特に接着剤組成物を電子表示アセンブリに使用するとき、（
メタ）アクリレートコポリマー及び接着剤組成物の両方の光学的透明性が望ましい。本明
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細書で使用する場合、「光学的に透明な」又は「光学的透明性」は、材料（５０マイクロ
メートル厚の層）が、少なくとも８５％、好ましくは少なくとも９０％の光の透過率を有
することを意味する。「光の透過率」という用語は、電磁スペクトルの可視領域中の全入
射光の百分率に対して、反射して光源に戻らない光の百分率を指す（すなわち、光の透過
率は、４００ナノメートル（ｎｍ）～７００ｎｍの波長で［（発光強度／光源強度）×１
００］に等しい）。これらの光学的に透明な材料はまた、（５０マイクロメートル厚の層
で測定して）ヘイズ値が２％未満であり、ＣＩＥ　Ｌａｂ表色系の中間色に近い。中間色
に近いとは、ａ＊又はｂ＊のいずれかの値が０．５未満であることを意味する。
【００３４】
　「ダイカット層」、「ダイカットフィルム」、及び「ダイカットフィルム層」の用語は
、区別なく用いられ、ダイを使用して所望の形状に切断された接着剤層、典型的には硬化
性接着剤層の層を指す。
【００３５】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマー又は硬化した（メタ）アクリレートコポリマー
を含有する接着剤組成物が提供される。これらの接着剤組成物は、層又はフィルムの形態
でよい。所望に応じて、層又はフィルムは、任意の所望のサイズ及び形状にダイカット（
すなわち、ダイによって切断）してもよい（例えば、サイズ及び形状は、電子表示アセン
ブリに使用するためのものでよい）。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを含有する
接着剤組成物の層又はフィルムは、硬化性接着剤組成物と称することができる。硬化性接
着剤組成物中の硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、紫外線に曝露することによっ
て（又はいくつかの実施形態では、光開始剤の存在下で紫外線又は可視光線に曝露するこ
とによって）硬化することができる。結果として得られる接着剤は、硬化した（メタ）ア
クリレートコポリマーを含有し、硬化した接着剤組成物と称することができる。多くの実
施形態では、硬化性及び硬化した接着剤組成物の両方は、感圧性接着剤組成物である。
【００３６】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、少なくとも３つの異なるタイプのモノマー
単位：式（Ｉ）の第１のモノマー単位、式（ＩＩ）の第２のモノマー単位、及び式（ＩＩ
Ｉ）の第３のモノマー単位を含む。いくつかの実施形態では、硬化性（メタ）アクリレー
トコポリマーは、式（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位を含む。更に他の任意選択
のモノマー単位が、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中に含まれていてもよい。（
メタ）アクリレートコポリマーの硬化に関与する基を含む第３のモノマー単位の選択に応
じて、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを、対応する第１のモノマー、第２のモノ
マー、第３のモノマー、及び他の任意選択のモノマーを含有する重合可能な組成物から直
接形成することができる。いくつかの実施形態において、特にペンダント（メタ）アクリ
ロイル基を有する硬化性（メタ）アクリレートコポリマーの場合、前駆体（メタ）アクリ
レートコポリマーを初めに調製し、次いで不飽和試薬化合物と反応させて、第３のモノマ
ー単位（ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する）及び結果として得られる硬化性（
メタ）アクリレートコポリマーを生成する。
【００３７】
　別の言い方をすれば、一部の硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、前駆体（メタ
）アクリレートコポリマーから生成するが、他の硬化性（メタ）アクリレートコポリマー
は、その構成モノマーから直接生成する。前駆体（メタ）アクリレートコポリマーは、式
（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を有しないが、更に反応して第２のタイプである（メタ
）アクリロイル基を有する式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を生成することができる式
（ＩＶ）の第４のモノマー単位中の基を有する。前駆体（メタ）アクリレートは、式（Ｉ
）の第１のモノマー単位及び式（ＩＩ）の第２のモノマー単位を含む。前駆体（メタ）ア
クリレートコポリマーから生成される硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、ペンダ
ント（メタ）アクリロイル基を有する式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を有する。硬化
した（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを紫外
線に曝露することによって、又は硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを、光開始剤の
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存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露することによって生成される。
【００３８】
　あるいは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、式（ＩＩＩ）の第３のモノマー
単位（芳香族ケトン基を有する）と、更に反応して第２のタイプである式（ＩＩＩ）の第
３のモノマー単位（ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する）を生成することができ
る式（ＩＶ）の第４のモノマー単位中の基とを有することができる。このような硬化性（
メタ）アクリレートコポリマーは、第１のタイプの式（ＩＩＩ）のモノマー単位と、第２
のタイプの式（ＩＩＩ）のモノマー単位との両方を有する。
【００３９】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中
のモノマー単位の全重量に対して５０～９４重量％の範囲の量の式（Ｉ）の第１のモノマ
ー単位を含む。
【化５】

　式（Ｉ）中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、Ｒ２は、アルキル基、ヘテロアルキル基
、アリール基、アラルキル基、又はアルカリール基である。別の言い方をすれば、第１の
モノマー単位は、アルキル（メタ）アクリレート、ヘテロアルキル（メタ）アクリレート
、アリール（メタ）アクリレート、アラルキル（メタ）アクリレート、アルカリール（メ
タ）アクリレート、又はこれらの混合物に由来する（すなわち、（メタ）アクリレートコ
ポリマーは、異なるＲ２基を有する複数の第１のモノマー単位を有することができる）。
好適なアルキルＲ２基は、多くの場合、１～３２個の炭素原子、１～２４個の炭素原子、
１～１８個の炭素原子、１～１６個の炭素原子、１～１２個の炭素原子、１～１０個の炭
素原子、１～８個の炭素原子、１～６個の炭素原子、又は１～４個の炭素原子を有する。
アルキル基は、直鎖状、分枝状、環状、又はこれらの組み合わせでよい。好適なヘテロア
ルキルＲ２基は、多くの場合、１～３０個以上の炭素原子と１～２０個以上のヘテロ原子
、１～２０個の炭素原子と１～１０個のヘテロ原子、１～１６個の炭素原子と１～８個の
ヘテロ原子、１～１２個の炭素原子と１～６個のヘテロ原子、又は１～１０個の炭素原子
と１～５個のヘテロ原子を有する。ヘテロ原子は、多くの場合、酸素（オキシ基）である
が、硫黄（－Ｓ－基）又は窒素（－ＮＨ－基）でもよい。好適なアリールＲ２基は、典型
的には、炭素環式芳香族基である。アリール基は、多くの場合、６～１２個の炭素原子又
は６～１０個の炭素原子を有する。多くの実施形態において、アリールはフェニルである
。好適なアラルキル基は、式－Ｒ－Ａｒになり、式中、Ｒはアルキレンであり、Ａｒはア
リールである。アルキレン基は、アルカンの二価基であり、典型的には１～１０個の炭素
原子、１～６個の炭素原子、又は１～４個の炭素原子を有し、アリール基は、典型的には
６～１２個の炭素原子、６～１０個の炭素原子、又は６個の炭素原子を有する。多くの実
施形態において、アリールはフェニルである。好適なアルカリール基は、式－Ａｒ－Ｒで
あり、式中、Ａｒはアリーレン（すなわち、炭素環式芳香族化合物の二価基）であり、Ｒ
はアルキルである。アリーレンは、典型的には、６～１２個の炭素原子、６～１０個の炭
素原子、又は６個の炭素原子を有する。多くの実施形態において、アリーレンはフェニレ
ンである。アルカリール基のアルキル基は、アルキル基について上記したものと同様であ
るが、多くの場合、１～１０個の炭素原子、１～６個の炭素原子、又は１～４個の炭素原
子を有する。
【００４０】
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　式（Ｉ）中のＲ２基は、多くの場合、アルキルである。別の言い方をすれば、第１のモ
ノマー単位は、多くの場合、アルキル（メタ）アクリレートに由来する（すなわち、アル
キル（メタ）アクリレートから形成される）。代表的なアルキル（メタ）アクリレートと
しては、多くの場合、メチル（メタ）アクリレート、エチル（メタ）アクリレート、ｎ－
プロピル（メタ）アクリレート、イソプロピル（メタ）アクリレート、ｎ－ブチル（メタ
）アクリレート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｎ－ペンチル（メタ）アクリレート
、イソアミル（メタ）アクリレート、２－メチルブチル（メタ）アクリレート、ｎ－ヘキ
シル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、４－メチル－２－ペ
ンチル（メタ）アクリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、２－メチルヘ
キシル（メタ）アクリレート、ｎ－オクチル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ
）アクリレート、２－オクチル（メタ）アクリレート、ｎ－ノニル（メタ）アクリレート
、イソノニル（メタ）アクリレート、イソボルニル（メタ）アクリレート、アダマンチル
（メタ）アクリレート、ｎ－デシル（メタ）アクリレート、イソデシル（メタ）アクリレ
ート、２－プロピルヘプチル（メタ）アクリレート、イソトリデシル（メタ）アクリレー
ト、イソステアリル（メタ）アクリレート、オクタデシル（メタ）アクリレート、２－オ
クチルデシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アクリレート、ラウリル（メタ）
アクリレート、及びヘプタデカニル（メタ）アクリレートが挙げられるが、これらに限定
されない。一部の他の代表的な分枝アルキル（メタ）アクリレートは、ＰＣＴ特許出願公
開第ＷＯ２０１１／１１９３６３号（Ｃｌａｐｐｅｒら）に記述されるような、１２～３
２個の炭素原子を有するゲルベアルコールの（メタ）アクリル酸エステルである。いくつ
かの実施形態では、８個以下の炭素原子を有するアルキル基を有するアルキル（メタ）ア
クリレートを選択する。これらのアルキル（メタ）アクリレートは、多くの場合、８個超
の炭素原子を有するアルキル基を有するものと比べて高い溶解パラメーターを有する。こ
れは、第２のモノマー単位を形成するために使用される（メタ）アクリルアミドを有する
このモノマーの溶解度を高めることができる。
【００４１】
　Ｒ２基は、ヘテロアルキル基、アリール基、アラルキル基、又はアルカリール基でよい
。ヘテロアルキル基を有するモノマーの例としては、これらに限定するものではないが、
エトキシエトキシエチル（メタ）アクリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリ
レート、及びポリプロピレングリコール（メタ）アクリレートが挙げられる。そのような
モノマーの例としては、２－フェニルエチルアクリレート、３－フェニルエチルアクリレ
ート、及び２－ビフェニルエチルアクリレートが挙げられるが、これらに限定されない。
【００４２】
　第１のモノマー単位は、多くの場合、（メタ）アクリレートコポリマー及び接着剤の最
終ガラス転移温度（Ｔｇ）及び剪断貯蔵弾性率（Ｇ’）を制御するために選択される。多
くの実施形態において、アルキル（メタ）アクリレートは、アルキルアクリレートである
。アルキルメタクリレートではなくアルキルアクリレートを使用すると、多くの場合、ガ
ラス転移温度がより低く、剪断貯蔵弾性率（Ｇ’）がより低い（メタ）アクリレートコポ
リマーが得られる。感圧性接着剤組成物を得るためには、より低いガラス転移温度及びよ
り低い剪断貯蔵弾性率（Ｇ’）の（メタ）アクリレートコポリマーが必要となり得る。（
メタ）アクリレートコポリマーの最終ガラス転移温度（Ｔｇ）は、典型的には、少なくと
も－２０℃、少なくとも－１５℃、少なくとも－１０℃、少なくとも－５℃、又は少なく
とも０℃に等しく、多くの場合、４０℃以下、３０℃以下、２０℃以下、又は１０℃以下
である。Ｔｇが２０℃を超える場合、接着剤を、加熱によって活性化する必要があり得る
（すなわち、Ｔｇより僅かに高く加熱すると、材料は指圧以下で粘着性になり接着する）
。Ｔｇ未満に冷却すると、加熱によって活性化されたこれらの接着剤に粘着性が無くなる
が、被着体に保持する能力は充分にあり、被着体からきれいに剥離されるだけの凝集力も
充分にある。ガラス転移温度は、以下の実施例の項で記載されるように、１ラジアン／秒
の周波数で動的機械分析を用いて測定することができる。
【００４３】
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　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーの
全重量に基づいて、少なくとも５０重量パーセントの第１のモノマー単位を含有する。第
１のモノマー単位の量が少なくとも５０重量％未満の場合、（メタ）アクリレートコポリ
マーのガラス転移温度は、感圧性接着剤に適さないことがある。例えば、（メタ）アクリ
レートコポリマーは、多くの場合、少なくとも５５重量％、少なくとも６０重量％、少な
くとも６５重量％、少なくとも７０重量％、又は少なくとも７５重量％の第１のモノマー
単位を含む。第１のモノマー単位の量は、９４重量％以下でよい。第１のモノマー単位の
量が９４重量％超の場合、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中の第２のモノマー単
位及び第３のモノマー単位の量は不十分であり得る。例えば、量は、９０重量％以下、８
５重量％以下、又は８０重量％以下であってもよい。いくつかの実施形態において、第１
のモノマー単位の量は、５０～９４重量％、６０～９４重量％、７０～９４重量％、８０
～９４重量％、６０～９０重量％、７０～９０重量％、又は８０～９０重量％の範囲であ
る。量は、（メタ）アクリレートコポリマーの全重量に基づく。
【００４４】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中
のモノマー単位の全重量に対して６～１０重量％の範囲の量の式（ＩＩ）の第２のモノマ
ー単位を更に含む。
【化６】

　Ｒ１基は、水素又はメチルである。別の言い方をすれば、第２のモノマー単位は、アク
リルアミド及び／又はメタクリルアミドと称する、（メタ）アクリルアミドに由来する。
【００４５】
　第２のモノマー単位は、有利には、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー内に水素結
合を形成する。この水素結合は、硬化前の接着剤組成物のダイカットフィルムの寸法安定
性を強化する傾向がある。別の言い方をすれば、寸法安定性は、硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマー中に共有結合架橋が形成されなくても得ることができる（すなわち、紫外
線に曝露されたとき、又は光開始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき
、硬化性（メタ）アクリレートの第３のモノマー単位から共有結合架橋が形成する）。第
２のモノマー単位はまた、基材への硬化した接着剤組成物の接着を強化することもできる
、かつ／又は硬化性及び硬化した接着剤組成物の両方の凝集力を強化することもできる。
【００４６】
　（メタ）アクリレートコポリマーは、典型的には少なくとも６重量％の第２のモノマー
単位を含有する。この量は、多くの場合、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー内に望
ましい水素結合を形成するために必要である。一部の例では、（メタ）アクリレートコポ
リマーは、少なくとも６．５重量％又は少なくとも７重量％の第２のモノマー単位を含有
する。第２のモノマー単位の量は、１０重量％以下でよい。（メタ）アクリレートコポリ
マー中に１０重量％超の第２のモノマーが含まれる場合、ガラス転移温度は、感圧性接着
剤として機能するには高すぎることがある。加えて、（メタ）アクリレートコポリマーを
形成するために使用される重合可能な組成物中に含まれる他のモノマーとの混和性の問題
もあり得る。一部の例では、（メタ）アクリレートコポリマーは、９．５重量％以下、９
重量％以下、８．５重量％以下、又は８重量％以下の第２のモノマー単位を含有する。第
２のモノマー単位の量は、多くの場合、（メタ）アクリレートコポリマーの全重量に基づ
いて、６～１０重量％、６．５～１０重量％、６～９重量％、又は６～８重量％の範囲で
ある。
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【００４７】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーの
モノマー単位の全重量に対して０．０５～５重量％の範囲の量の式（ＩＩＩ）の第３のモ
ノマー単位を更に含む。
【化７】

　式（ＩＩＩ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｒ３基は、１）紫外線に
曝露されたとき、ポリマー鎖からの水素引き抜きを起こす芳香族ケトン基、又は２）光開
始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき、フリーラジカル重合する（メ
タ）アクリロイル基（すなわち、ペンダント（メタ）アクリロイル基）を含む。水素引き
抜き型の芳香族ケトン基は、典型的には、反応を誘発するために紫外線への曝露を要する
。ペンダント（メタ）アクリレート基は、電磁スペクトルの紫外領域及び可視領域中での
光開始剤の吸光度に基づいて、紫外線又は可視光線のいずれに曝露されると反応すること
ができる。
【００４８】
　第１のタイプである式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位中、Ｒ３基は、芳香族ケトン基
を含む。紫外線に曝露されると、芳香族ケトン基は、別のポリマー鎖又はポリマー鎖の別
の部分から水素原子を引き抜くことができる。この引き抜きによって基が形成され、この
基は後続して合わさって、ポリマー鎖間又は同じポリマー鎖内の架橋を形成することがで
きる。多くの実施形態では、芳香族ケトン基は、例えば、ベンゾフェノン、アセトフェノ
ン、又はアントロキノンの誘導体などの芳香族ケトン基である。このタイプの式（ＩＩＩ
）の第３のモノマー単位を生成することができるモノマーには、４－（メタ）アクリロイ
ルオキシベンゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシエトキシベンゾフェノン、４
－（メタ）アクリロイルオキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（メタ）アクリロ
イルオキシエトキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシ
－４’－ブロモベンゾフェノン、及び４－アクリロイルオキシエトキシ－４’－ブロモベ
ンゾフェノンなどが挙げられる。
【００４９】
　第２のタイプである式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位中、Ｒ３基は、（メタ）アクリ
ロイル基を含む。すなわち、Ｒ３は、紫外線又は可視光線及び光開始剤の存在下でフリー
ラジカル反応することができる。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、典型的には
、存在するこのタイプの第３のモノマー単位では直接調製されない。代わりに、前駆体（
メタ）アクリレートコポリマーを初めに調製し、次いで不飽和試薬化合物と反応させてペ
ンダント（メタ）アクリロイル基を導入する。典型的には、ペンダント（メタ）アクリロ
イル基の導入は、（１）前駆体（メタ）アクリレートコポリマーの求核基と不飽和試薬化
合物の求電子基との間の反応（すなわち、不飽和試薬化合物は、求電子基及び（メタ）ア
クリロイル基の両方を含む）又は（２）前駆体（メタ）アクリレートコポリマーの求電子
基と不飽和試薬化合物の求核基との間の反応（すなわち、不飽和試薬化合物は、求核基及
び（メタ）アクリロイル基の両方を含む）を要する。求核基及び求電子基間のこれらの反
応は、典型的には、開環反応、付加反応、又は縮合反応である。
【００５０】
　この第２のタイプのいくつかの実施形態では、前駆体（メタ）アクリレートコポリマー
は、ヒドロキシ基、カルボン酸基（－ＣＯＯＨ）、又は無水物（－Ｏ－（ＣＯ）－Ｏ－）
基を有する。前駆体（メタ）アクリレートコポリマーが、ヒドロキシ基を有する場合、不
飽和試薬化合物は、多くの場合、（メタ）アクリロイル基に加えて、カルボン酸基（－Ｃ
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ＯＯＨ）、イソシアネート基（－ＮＣＯ）、エポキシ基（すなわち、オキシラニル）、又
は無水物基を有する。前駆体（メタ）アクリレートコポリマーが、カルボン酸基を有する
場合、不飽和試薬化合物は、多くの場合、（メタ）アクリロイル基に加えて、ヒドロキシ
基、アミノ基、エポキシ基、イソシアネート基、アジリジニル基、アゼチジニル基、又は
オキサゾリニル基を有する。前駆体（メタ）アクリレートコポリマーが、無水物基を有す
る場合、不飽和試薬化合物は、多くの場合、（メタ）アクリロイル基に加えて、ヒドロキ
シ基又はアミン基を有する。
【００５１】
　一部の例では、前駆体（メタ）アクリレートコポリマーは、カルボン酸基を有し、不飽
和試薬化合物は、エポキシ基を有する。例示的な不飽和試薬化合物には、例えば、グリシ
ジル（メタ）アクリレート及び４－ヒドロキシブチルアクリレートグリシジルエーテルが
挙げられる。他の例では、前駆体（メタ）アクリレートコポリマーは、無水物基を有し、
ヒドロキシ置換アルキル（メタ）アクリレート、例えば２－ヒドロキシエチル（メタ）ア
クリレート、又は３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレートなどである不飽和試薬化
合物と反応する。この第２のタイプの更に他の例では、前駆体（メタ）アクリレートコポ
リマーは、ヒドロキシ基を有し、不飽和試薬化合物は、イソシアネート基及び（メタ）ア
クリロイル基を有する。このような不飽和試薬化合物としては、イソシアナトエチル（メ
タ）アクリレートのようなイソシアナトアルキル（メタ）アクリレートが挙げられるが、
これらに限定されない。ヒドロキシ基を有する前駆体（メタ）アクリレートコポリマーの
使用は、金属含有成分を有する物品中に接着剤を使用する適用例において好ましいことが
ある。ヒドロキシ基は、酸性基又は無水物基よりも腐食の面で問題になりにくい。
【００５２】
　第２のタイプのＲ３基は、式ＣＨ２＝ＣＨＲ１－（ＣＯ）－Ｑ－Ｌ－でよく、式中、Ｌ
は結合基であり、Ｑはオキシ（－Ｏ－）又は－ＮＨ－である。Ｌ基は、アルキレン、アリ
ーレン、又はこれらの組み合わせを含み、任意選択により、特定の前駆体（メタ）アクリ
レートコポリマー及び特定の不飽和試薬化合物（反応して（メタ）アクリロイル含有Ｒ３

基を形成する）に応じて－Ｏ－、－Ｏ－（ＣＯ）－、－ＮＨ－（ＣＯ）－、－ＮＨ－、又
はこれらの組み合わせを更に含んでもよい。一部の特定の例において、第２のタイプのＲ

３基は、前駆体（メタ）アクリレート上の式－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ５－ＯＨのペンダントヒ
ドロキシ含有基と、式Ｈ２Ｃ＝ＣＨＲ１－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ６－ＮＣＯのイソシアナトア
ルキル（メタ）アクリレートである不飽和試薬化合物との反応によって生成されるＨ２Ｃ
＝ＣＨＲ１－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ６－ＮＨ－（ＣＯ）－Ｏ－Ｒ５－Ｏ－（ＣＯ）－である。
Ｒ5基及びＲ６基は各々独立して、１～１０個の炭素原子、１～６個の炭素原子、又は１
～４個の炭素原子を有するアルキレンなどのアルキレン基である。Ｒ１は、メチル又は水
素である。
【００５３】
　第３のモノマー単位は、典型的には、（メタ）アクリレートコポリマーの全重量に基づ
いて０．０５～５重量％の範囲の量で存在する。０．０５重量％未満を使用する場合、濃
度は、充分な硬化が起こることを確実にするには低すぎることがある。例えば、濃度は、
少なくとも０．１重量％、少なくとも０．２重量％、少なくとも０．３重量％、又は少な
くとも０．４重量％でよい。しかし、５重量％を超える量は、硬化した（メタ）アクリレ
ートコポリマーを含有する接着剤の接着性能を低減し、かつ／又は硬化した（メタ）アク
リレートコポリマーを含有する物品における応力蓄積を高め、かつ／又は硬化した（メタ
）アクリレートコポリマーを含有する物品中の基材から接着剤を剥離する結果となり得る
。また、第３のモノマー単位が、芳香族ケトン基を含有する第１のタイプである場合、５
重量％以下の量を超えると、接着剤層に黄変が生じ得る。例えば、濃度は、４重量％以下
、３重量％以下、２重量％以下、１．５重量％以下、１重量％以下、０．８重量％以下、
又は０．６重量％以下であってよい。いくつかの実施形態では、第３のモノマー単位の量
は、０．１～５重量％、０．１～４重量％、０．１～３重量％、０．１～２重量％、０．
２～２重量％、０．２～１．５重量％、０．２～１重量％、０．３～５重量％、０．３～
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２重量％、０．３～１重量％、０．４～２重量％、又は０．４～１重量％の範囲である。
高い光の透過率が望ましい場合、第１のタイプの第３のモノマー単位は、多くの場合、２
重量％以下である。
【００５４】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、任意選択により、硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマーの全重量に対して０～１０重量％の範囲の量の式（ＩＶ）の第４のモノマ
ー単位を更に含むことができる。
【化８】

　式（ＩＶ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｘ基は、－Ｏ－又は－ＮＨ
－であり、Ｒ４基は、ヒドロキシ置換アルキル基又はヒドロキシ置換ヘテロアルキル基で
ある。多くの実施形態では、Ｒ４基は、１～２０個の炭素原子又は１～１０個の炭素原子
及び単一のヒドロキシ基を有するヒドロキシ置換アルキル基である。他の実施形態では、
Ｒ４基は、１～２０個の炭素原子又は１～１０個の炭素原子及び１～１０個のヘテロ原子
、１～６個のヘテロ原子、又は１～４個のヘテロ原子を有するヒドロキシ置換ヘテロアル
キル基である。ヘテロ原子は、多くの場合、オキシ（－Ｏ－）である。
【００５５】
　好適な式（ＩＶ）のモノマー単位は、典型的には、ヒドロキシ置換アルキル（メタ）ア
クリレート、ヒドロキシ置換アルキル（メタ）アクリルアミド、ヒドロキシ置換ヘテロア
ルキル（メタ）アクリレート、及びヒドロキシ置換ヘテロアルキル（メタ）アクリルアミ
ドに由来する。ヒドロキシ置換アルキル（メタ）アクリレートの例としては、これらに限
定するものではないが、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリレート、２－ヒドロキシプ
ロピル（メタ）アクリレート、３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、及び４－
ヒドロキシブチル（メタ）アクリレートが挙げられる。ヒドロキシ置換アルキル（メタ）
アクリルアミドには、これらに限定されないが、２－ヒドロキシエチル（メタ）アクリル
アミド及び３－ヒドロキシプロピル（メタ）アクリルアミドが挙げられる。ヒドロキシ置
換ヘテロアルキル（メタ）アクリレートの例としては、ヒドロキシ末端アルキレンオキシ
ド（メタ）アクリレート、ヒドロキシ末端ジ（アルキレンオキシド）（メタ）アクリレー
ト、及びヒドロキシ末端ポリ（アルキレンオキシド）（メタ）アクリレートが挙げられる
。アルキレンオキシドは、典型的には、エチレンオキシド又はプロピレンオキシドである
。ヒドロキシ末端ポリ（アルキレンオキシド）（メタ）アクリレートの具体的な例として
は、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ，ＵＳＡ）から商標名ＣＤ５７０、ＣＤ５７
１、及びＣＤ５７２で市販されているさまざまなモノマー、並びにＣｏｇｎｉｓ社（Ｇｅ
ｒｍａｎｙ）から商標名ＢＩＳＯＭＥＲ（例えば、ＢＩＳＯＭＥＲ　ＰＰＡ６）で市販さ
れているさまざまなモノマーが挙げられる。
【００５６】
　いくつかの実施形態では、式（ＩＶ）の第４のモノマー単位を含有する前駆体（メタ）
アクリレートコポリマーを調製する。次いで、これらのモノマー単位の一部又は全てを、
イソシアナト基及び（メタ）アクリロイル基を有する不飽和試薬化合物と反応させて、硬
化性（メタ）アクリレートコポリマーを生成する。すなわち、結果として得られる硬化性
（メタ）アクリレートコポリマーは、ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する。
【００５７】
　第１のモノマー単位の存在は、一部の適用例では望ましくない。例えば、電子ディスプ
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レイにおける使用の場合は、ヒドロキシ含有モノマー単位の使用を最小限に抑えることが
望ましいことがある。任意選択の第４のモノマー単位を少量しか含まないか、又は全く含
まない（メタ）アクリレートコポリマーは、有利には、相対湿度にさほど左右されない誘
電率を有し得る。すなわち、より疎水性の（メタ）アクリレートコポリマーは、水を吸収
しにくいため、誘電率は相対湿度にさほど左右されない。一部の適用例ではヒドロキシ含
有モノマーを有することは望ましくないことがあるが、式（ＩＩ）の第２のモノマー単位
（すなわち、これらのモノマー単位は、（メタ）アクリルアミド由来である）の使用は、
腐食しない間は水素結合に寄与するため、有利であると考えられる。
【００５８】
　いくつかの実施形態では、任意選択の第４のモノマー単位は、（メタ）アクリレートコ
ポリマーの全重量に対して１０重量％以下の量で存在する。任意選択の第４のモノマー単
位の存在は、（メタ）アクリレートコポリマーの誘電率を高めることができる。第４のモ
ノマー単位の量は、９重量％以下、８重量％以下、６重量％以下、又は５重量％以下であ
ってよい。任意選択の第４のモノマー単位は、無くてもよいが、少なくとも０．１重量％
、少なくとも０．５重量％、又は少なくとも１重量％に等しい量で存在してもよい。例え
ば、任意選択の第４のモノマーは、０～１０重量％、１～１０重量％、０～８重量％、１
～８重量％、０～５重量％、又は１～５重量％の範囲の量で存在してよい。
【００５９】
　第３のモノマー単位が（メタ）アクリロイル基を有する場合、任意選択の第４のモノマ
ー単位の量は、多くの場合、前駆体（メタ）アクリレート中よりも、硬化性（メタ）アク
リレート及び硬化した（メタ）アクリレート中の方が少ない。すなわち、前駆体（メタ）
アクリレートコポリマー中の全ての第４のモノマー単位のうちの一部を使用して、上で考
察したように不飽和試薬化合物と反応させることによって（メタ）アクリロイル基に付加
してもよい。
【００６０】
　式（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位に加えて、他の任意選択のモノマー単位（
第５のモノマー単位）も（メタ）アクリレートコポリマー中に存在してよい。他の任意選
択のモノマー単位は、典型的には、（メタ）アクリレートコポリマー中の他のモノマー単
位との相溶性に基づいて選択される。これらの任意選択のモノマー単位はまた、（メタ）
アクリレートコポリマーのレオロジー特性を調整するためにも、例えばガラス転移温度又
は剪断貯蔵弾性率（Ｇ’）を調節するためにも使用してよい。これらの任意選択のモノマ
ー単位はまた、典型的には、硬化性及び／又は硬化した（メタ）アクリレートコポリマー
の最終用途に基づいて選択される。例えば、硬化性及び／又は硬化した（メタ）アクリレ
ートコポリマーを電子表示アセンブリに使用する場合、任意の任意選択のモノマー単位を
選択し、したがって光学的に透明な接着剤を調製できる。例えば、芳香族基を有する（少
なくとも光学的透明性を干渉すると考えられる量）モノマー単位は、有利には、回避され
得る（例えば、スチレン）。
【００６１】
　任意選択のモノマー（第５のモノマー）の例としては、例えば、式（ＩＩ）ではない窒
素含有モノマー単位、芳香族基を有する（メタ）アクリレート（しかし式（Ｉ）ではない
）、スチレン、及びスチレン型モノマー（例えば、α－メチルスチレン）が挙げられる。
【００６２】
　好適な式（ＩＩ）ではない窒素含有モノマー単位としては、例えば、さまざまなＮ－ア
ルキル（メタ）アクリルアミドに由来するモノマー単位が挙げられ、Ｎ，Ｎ－ジアルキル
（メタ）アクリルアミド、例えばＮ－メチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ－エチル（メタ
）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチル（メタ）アクリルアミド、及びＮ，Ｎ－ジエチル（
メタ）アクリルアミド、Ｎ－イソプロピル（メタ）アクリルアミド、及びＮ－オクチル（
メタ）アクリルアミドを挙げることができる。さまざまなＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアル
キル（メタ）アクリレート及びＮ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル（メタ）アクリルアミ
ド、例えば、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジメチルア
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ミノエチル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリレ
ート、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノプロピル（メタ）アクリルアミド、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミ
ノエチル（メタ）アクリレート、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノエチル（メタ）アクリルアミド
、Ｎ，Ｎ－ジエチルアミノプロピル（メタ）アクリレート、及びＮ，Ｎ－ジエチルアミノ
プロピル（メタ）アクリルアミドなどに由来する他のモノマー単位を挙げることができる
。他の例としては、Ｎ－ビニルピロリドン、Ｎ－モルホリノ（メタ）アクリレート、ジア
セトン（メタ）アクリルアミド、及びＮ－ビニルカプロラクタム由来のモノマー単位が挙
げられる。
【００６３】
　他に挙げられる任意選択のモノマー単位には、式（Ｉ）又は式（ＩＩＩ）ではない芳香
族基を有する（メタ）アクリレートから形成されるものがある。これらのモノマー単位は
、光学的透明性に悪影響を与え得、一部の適用例向けに量を制御する必要があり得る。モ
ノマーの例としては、これらに限定されないが、２－フェノキシエチルアクリレート（Ｓ
ａｒｔｏｍｅｒ社（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ）から商標名ＳＲ３３９で入手可能）、２－（フェ
ニルチオ）エチルアクリレート（Ｃｙｔｅｃ　Ｉｎｄ．社（Ｗｏｏｄｌａｎｄ，ＮＪ）か
ら入手可能）、２－フェニルフェノキシエチルアクリレート（Ｄｏｕｂｌｅ　Ｂｏｎｄ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｉｎｄ．Ｃｏ．社（Ｔａｉｐｅｉ，Ｔａｉｗａｎ）から入手可能）、
プロピオン酸（３－フェノキシフェニル）メチルエステル（Ｍｉｗｏｎ　Ｃｈｅｍｉｃａ
ｌｓ　Ｃｏ．社（Ｋｏｒｅａ）から入手可能）が挙げられる。
【００６４】
　任意の他の任意選択のモノマー又は任意選択のモノマーの組み合わせの量は、典型的に
は、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーの全重合に対して２０重量％以下である。す
なわち、他の任意選択のモノマーの量は、１５重量％以下、１０重量％以下、又は５重量
％以下であり、存在する場合、少なくとも１重量％、少なくとも２重量％、又は少なくと
も５重量％に等しい。量は、０～２０重量％、１～２０重量％、５～２０重量％、０～１
０重量％、１～１０重量％、１～１０重量％、０～５重量％、又は１～５重量％の範囲で
よい。
【００６５】
　いくつかの実施形態では、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、酸性基を有する
モノマー単位を含まないか、又は実質的に含まない。例えば、（メタ）アクリレートコポ
リマーは、（メタ）アクリル酸に由来する（すなわち、これから形成される）モノマー単
位を含まないか、又は実質的に含まない。他の実施形態では、（メタ）アクリレートコポ
リマーは、容易に加水分解して酸性基を生成できる基を有するモノマー単位を含まないか
、又は実質的に含まない。例えば、（メタ）アクリレートコポリマーは、無水物含有モノ
マー（例えば、無水マレイン酸）又はビニルエステル（例えば、酢酸ビニル）に由来する
モノマー単位を含まないか、又は実質的に含まない。別の言い方をすれば、（メタ）アク
リレートコポリマーは、通常、酸性モノマー又は加水分解して酸性基を形成できるモノマ
ーに由来しない。更に他の実施形態では、（メタ）アクリレートコポリマーは、タイプ１
の式（ＩＩＩ）のモノマーとは別の、芳香環を有するモノマー単位を含まないか、又は実
質的に含まない。例えば、（メタ）アクリレートコポリマーは、スチレン又はスチレン型
モノマーに由来するモノマー単位を含まないか、又は実質的に含まない。（メタ）アクリ
レートコポリマー中のモノマー単位に関して本明細書で使用する場合、「実質的に含まな
い」という用語は、モノマー単位の量が、（メタ）アクリレートコポリマーの全重量に対
して０．５重量％未満、０．２重量％未満、０．１重量％未満、０．０５重量％未満、又
は０．０１重量％未満であることを意味する。
【００６６】
　上記のさまざまなモノマー単位を生成するために使用されるモノマーに加えて、（メタ
）アクリレートコポリマーを調製するために使用される重合可能な組成物は、典型的には
、モノマーの重合を開始するためのフリーラジカル開始剤を含む。フリーラジカル開始剤
は、光開始剤又は熱開始剤であることができる。フリーラジカル開始剤の量は、多くの場
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合、使用されるモノマーの全重量に対して０．０５～５重量％の範囲である。
【００６７】
　好適な熱開始剤としては、２，２’－アゾビス（２－メチルブタンニトリル）であるＶ
ＡＺＯ６７、２，２’－アゾビス（イソブチロニトリル）であるＶＡＺＯ６４、（２，２
’－アゾビス（２，４－ジメチルペンタンニトリル）であるＶＡＺＯ５２、及び１，１’
－アゾビス（シクロヘキサンカルボニトリル）であるＶＡＺＯ８８を含むＥ．Ｉ．ＤｕＰ
ｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　Ｃｏ．社（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，ＤＥ，ＵＳＡ）から
ＶＡＺＯという商標名で市販されているものなどのさまざまなアゾ化合物；ベンゾイルペ
ルオキシド、シクロヘキサンペルオキシド、ラウロイルペルオキシド、ジ－ｔｅｒｔ－ア
ミルペルオキシド、ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシベンゾエート、ジ－クミルペルオキシド
、及びＡｔｏｆｉｎａ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ，Ｉｎｃ．社（Ｐｈｉｌａｄｅｌｐｈｉａ，
ＰＡ）からＬＵＰＥＲＯＸ（例えば、２，５－ビス（ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシ）－２
，５－ジメチルヘキサンであるＬＵＰＥＲＯＸ１０１、及び２，５－ジメチル－２，５－
ジ－（ｔｅｒｔ－ブチルペルオキシ）－３－ヘキシンであるＬＵＰＥＲＯＸ１３０）とい
う商品名で市販されている過酸化物などのさまざまな過酸化物；ｔｅｒｔ－アミルヒドロ
ペルオキシド及びｔｅｒｔ－ブチルヒドロペルオキシドなどのさまざまなヒドロペルオキ
シド；並びにこれらの混合物が挙げられる。
【００６８】
　多くの実施形態では、特に第２のタイプの式（ＩＩＩ）のモノマー単位を使用するとき
は、光開始剤を使用する。いくつかの例示的な光開始剤は、ベンゾインエーテル（例えば
、ベンゾインメチルエーテル若しくはベンゾインイソプロピルエーテル）又は置換ベンゾ
インエーテル（例えば、アニソインメチルエーテル）である。他の光開始剤の例は、２，
２－ジエトキシアセトフェノン又は２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノン（
ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ，ＵＳＡ）から商品名ＩＲＧＡ
ＣＵＲＥ　６５１で市販されているもの、又はＳａｒｔｏｍｅｒ（Ｅｘｔｏｎ，ＰＡ，Ｕ
ＳＡ）から商品名ＥＳＡＣＵＲＥ　ＫＢ－１で市販されているもの）などの置換アセトフ
ェノンである。更に別の例示的な光開始剤は、２－メチル－２－ヒドロキシプロピオフェ
ノンなどの置換α－ケトール、２－ナフタレンスルホニルクロリドなどの芳香族スルホニ
ルクロリド、及び、１－フェニル－１，２－プロパンジオン－２－（Ｏ－エトキシカルボ
ニル）オキシムなどの光活性オキシムである。他の好適な光開始剤としては、例えば、１
－ヒドロキシシクロへキシルフェニルケトン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４という商標名で
市販されている）、ビス（２，４，６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィンオキ
シド（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　８１９という商標名で市販されている）、２，４，６－トリメ
チルベンゾイルフェニルホスフィン酸エチルエステル（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＴＰＯ－Ｌ）
という商標名で市販されている、１－［４－（２－ヒドロキシエトキシ）フェニル］－２
－ヒドロキシ－２－メチル－１－プロパン－１－オン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　２９５９とい
う商標名で市販されている）、２－ベンジル－２－ジメチルアミノ－１－（４－モルホリ
ノフェニル）ブタノン（ＩＲＧＡＣＵＲＥ　３６９という商標名で市販されている）、２
－メチル－１－［４－（メチルチオ）フェニル］－２－モルホリノプロパン－１－オン（
ＩＲＧＡＣＵＲＥ　９０７という商標名で市販されている）、及び２－ヒドロキシ－２－
メチル－１－フェニルプロパン－１－オン（Ｃｉｂａ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｙ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌｓ　Ｃｏｒｐ．社（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，ＮＹ，ＵＳＡ）からＤＡＲＯＣＵＲ　１
１７３という商標名で市販されている）が挙げられる。
【００６９】
　重合可能な組成物は、任意選択により、結果として得られる（メタ）アクリレートコポ
リマーの分子量を制御するために、連鎖移動剤を更に含有してもよい。有用な連鎖移動剤
の例としては、四臭化炭素、アルコール（例えば、エタノール及びイソプロパノール）、
メルカプタン、又はチオール（例えば、ラウリルメルカプタン、ブチルメルカプタン、ｔ
ｅｒｔ－ドデシルメルカプタン、エタンチオール、イソオクチルチオグリコール酸塩、２
－エチルヘキシルチオグリコール酸塩、２－エチルヘキシルメルカプトプロピオン酸塩、
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エチレングリコールビスチオグリコール酸塩）、及びこれらの混合物が挙げられるが、こ
れらに限らない。使用される場合、重合可能な混合物は、モノマーの全重量に基づいて最
大で１重量パーセントの連鎖移動剤を含んでもよい。量は、０．５重量％以下、０．３重
量％以下、０．２重量％以下、又は０．１重量％以下であってよく、多くの場合、少なく
とも０．００５重量％、少なくとも０．０１重量％、少なくとも０．０５重量％、又は少
なくとも０．１重量％に等しい。例えば、重合可能な組成物は、モノマーの全重量に基づ
いて０．００５～０．５重量％、０．０１～０．５重量％、０．０５～０．２重量％、０
．０１～０．２重量％、又は０．０１～０．１重量％の連鎖移動剤を含有してよい。
【００７０】
　重合可能な組成物は、例えば、酸化防止剤及び／又は安定剤などの他の成分、例えばヒ
ドロキノンモノメチルエーテル（ｐ－メトキシフェノール、ＭｅＨＱ）、及びＢＡＳＦ　
Ｃｏｒｐ．社（Ｆｌｏｒｈａｍ　Ｐａｒｋ，ＮＪ，ＵＳＡ）からＩＲＧＡＮＯＸ　１０１
０（テトラキス（メチレン（３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－ヒドロキシヒドロシン
ナメート））メタン）という商標名で入手可能なものを更に含むことができる。酸化防止
剤及び／又は安定剤を使用して、結果として得られる（メタ）アクリレートコポリマーの
温度安定性を高めることができる。使用される場合、酸化防止剤及び／又は安定剤は、典
型的には、重合可能な組成物中のモノマーの全重合に対して、０．０１重量％（重量パー
セント）～１．０重量％の範囲で使用される。
【００７１】
　重合可能な組成物の重合を、有機溶媒の存在下で、又は有機溶媒なしで生じさせること
ができる。重合可能な組成物中に有機溶媒が含まれる場合、その量は、多くの場合、重合
可能な組成物及び重合組成物に望ましい粘度を付与するように選択される。適切な有機溶
媒の例としては、メタノール、テトラヒドロフラン、エタノール、イソプロパノール、ヘ
プタン、アセトン、メチルエチルケトン、メチル酢酸塩、エチル酢酸塩、トルエン、キシ
レン、及びエチレングリコールアルキルエーテルが挙げられるがこれに限定されない。こ
れらの溶媒を、単独で又は混合物として合わせて使用することができる。いくつかの実施
形態において、有機溶媒は、重合可能な組成物の全重量に基づいて１５重量％未満、１０
重量％未満、８重量％未満、６重量％未満、５重量％未満、又は２重量％未満の量で存在
する。使用される場合、任意の有機溶媒は、典型的には、重合反応の完了時に又はコーテ
ィング中に除去される。多くの実施形態において、少量の有機溶媒で、又は有機溶媒なし
で重合が生じる。すなわち、重合可能な組成物は、有機溶媒を含まない、又は最小限の量
の有機溶媒のみ含む。
【００７２】
　使用される式（ＩＩＩ）のモノマー単位のタイプに応じて、硬化性（メタ）アクリレー
トコポリマー又は前駆体（メタ）アクリレートコポリマーのいずれかを、米国特許第５，
６３７，６４６号（Ｅｌｌｉｓ）及び同第５，９８６，０１１号（Ｅｌｌｉｓら）に開示
されるような断熱条件下の熱塊状重合を含めた任意の従来の重合法（溶液重合又はエマル
ション重合など）によって調製することができる。いずれかのタイプの（メタ）アクリレ
ートコポリマーを調製する他の方法としては、米国特許第４，６１９，９７９号及び同第
４，８４３，１３４号（Ｋｏｔｎｏｕｒら）に記載の連続フリーラジカル重合法並びに米
国特許第５，８０４，６１０号（Ｈａｍｅｒら）に記載の高分子パッケージ中の重合が含
まれる。
【００７３】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、１００，０００～４００，０００ダルトン
（Ｄａ）の範囲の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する。接着剤は、重量平均分子量がこの範
囲内にない場合、２５℃及び７０℃で好適なクリープコンプライアンスを有することがで
きない。分子量が１００，０００Ｄａ未満の場合、（メタ）アクリレートコポリマーを効
果的に硬化するために必要な第３のモノマー単位の量は、極めて多くなり得る。第３のモ
ノマー単位の量が多すぎる場合、硬化反応の進行が速すぎることがある。すなわち、（メ
タ）アクリレートコポリマーは、非常に低い線量の紫外線又は可視光線に曝露された後、
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ゲル含有率がゼロの状態から非常に高いゲル含有率（したがって、一部の適用例では望ま
しくない、高度に弾性の硬化した接着剤組成物）に変化し得る。重量平均分子量は、多く
の場合、少なくとも１５０，０００Ｄａ、少なくとも２００，０００Ｄａ、又は少なくと
も２５０，０００Ｄａである。しかし、分子量が４００，０００Ｄａ超の場合、乾燥した
硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、効果的に流れて、基材上のさまざまなフィー
チャ（例えば、インク段差）を被覆するには高すぎる粘度及び長すぎる応力緩和時間を有
し得る。分子量は、３５０，０００Ｄａ以下又は３００，０００Ｄａ以下でよい。いくつ
かの実施形態では、重量平均分子量は、１００，０００～３５０，０００Ｄａの範囲、１
００，０００～３００，０００Ｄａの範囲、１５０，０００～４００，０００Ｄａの範囲
、又は２００，０００～４００，０００Ｄａの範囲である。重量平均分子量は、ゲル透過
クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によって測定することができる。
【００７４】
　複数の（メタ）アクリロイル基を有する他のモノマー材料を、硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマーと合わせてもよい。これらのモノマーを添加して、硬化した（メタ）アク
リレートコポリマーの架橋密度を調節することができる。すなわち、これらのモノマーは
、通常、形成された後で、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーに添加される。これら
のモノマーは、光開始剤の存在下で紫外線又は可視光線に曝露されると、硬化性（メタ）
アクリレートコポリマーのペンダント（メタ）アクリロイル基と反応することができる。
添加された場合、これらのモノマー材料の量は、典型的には、硬化性（メタ）アクリレー
トコポリマーの重量に対して０～３０百分率（ｐｐｈ）の範囲である。例えば、量は、少
なくとも１ｐｐｈ、少なくとも２ｐｐｈ、又は少なくとも５ｐｐｈとすることができ、最
大で３０ｐｐｈ、最大で２５ｐｐｈ、最大で２０ｐｐｈ、最大で１５ｐｐｈ、又は最大で
１０ｐｐｈとすることができる。
【００７５】
　２つの（メタ）アクリロイル基を有するモノマーの例としては、１，２－エタンジオー
ルジアクリレート、１，３－プロパンジオールジアクリレート、１，９－ノナンジオール
ジアクリレート、１，１２－ドデカンジオールジアクリレート、１，４－ブタンジオール
ジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、ブチレングリコールジアク
リレート、ビスフェノールＡジアクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ト
リエチレングリコールジアクリレート、テトラエチレングリコールジアクリレート、トリ
プロピレングリコールジアクリレート、ポリエチレングリコールジアクリレート（例えば
、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社からＳＲ－２１０、ＳＲ－２５２、及びＳＲ－６０３という商標名
で販売されている）、ポリプロピレングリコールジアクリレート、ポリエチレン／ポリプ
ロピレンコポリマージアクリレート、ネオペンチルグリコールヒドロキシピバレートジア
クリレート修飾カプロラクトン、及びポリウレタンジアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏ
ｍｅｒ社からＣＮ　９０１８及びＣＮ　９８３という商標名で販売されている）が挙げら
れる。
【００７６】
　代表的な３つ又は４つの（メタ）アクリロイル基を有するモノマーとしては、トリメチ
ロールプロパントリアクリレート（例えば、Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｓｐｅｃｉａｌｔｉｅｓ社
（Ｓｍｙｒｎａ，ＧＡ）から商標名ＴＭＰＴＡ－Ｎで、及びＳａｒｔｏｍｅｒ社（Ｅｘｔ
ｏｎ，ＰＡ）から商標名ＳＲ－３５１で市販されている）、ペンタエリスリトールトリア
クリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商標名ＳＲ－４４４で市販されている）、
トリス（２－ヒドロキシエチルイソシアヌレート）トリアクリレート（Ｓａｒｔｏｍｅｒ
社から商標名ＳＲ－３６８で市販されている）、ペンタエリスリトールトリアクリレート
及びペンタエリスリトールテトラアクリレートの混合物（例えば、Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｓｐ
ｅｃｉａｌｔｉｅｓ社から商標名ＰＥＴＩＡ（テトラアクリレート対トリアクリレートを
約１：１の比で含む）及び商標名ＰＥＴＡ－Ｋ（テトラアクリレート対トリアクリレート
を約３：１の比で含む）で市販されている）、ペンタエリスリトールテトラアクリレート
（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商標名ＳＲ－２９５で市販されている）、ジ－トリメ
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チロールプロパンテトラアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商標名ＳＲ－３
５５で市販されている）、及びエトキシル化ペンタエリスリトールテトラアクリレート（
例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商標名ＳＲ－４９４で市販されている）が挙げられるが
、これらに限定されない。５つの（メタ）アクリロイル基を有する代表的な架橋剤として
は、ジペンタエリスリトールペンタアクリレート（例えば、Ｓａｒｔｏｍｅｒ社から商標
名ＳＲ－３９９で市販されている）が挙げられるが、これらに限定されない。
【００７７】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、典型的には、粘着性である（すなわち、硬
化性（メタ）アクリレートコポリマーは、紫外線又は可視光線で硬化する前から粘着性で
あり、多くの場合、硬化した（メタ）アクリレートコポリマーも粘着性である）。所望に
応じて、粘着付与剤を、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー（又は硬化性（メタ）ア
クリレートコポリマーが形成される前のモノマーの混合物）に添加してもよい。有用な粘
着付与剤としては、例えば、ロジンエステル樹脂、芳香族炭化水素樹脂、脂肪族炭化水素
樹脂、及びテルペン樹脂が挙げられる。一般に、水素化ロジンエステル、水素化テルペン
、又は水素化芳香族炭化水素樹脂から選択される明色粘着付与剤が好ましい。
【００７８】
　低分子量（例えば、ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）によって測定された１００
，０００Ｄａ以下の重量平均分子量）及び高ガラス転移温度（例えば、３０℃超）の（メ
タ）アクリレート由来のポリマーを、（メタ）アクリレートコポリマーと合わせてもよい
。好適な低分子量ポリマーは、例えば、米国特許第６，７８３，８５０号（Ｔａｋｉｚａ
ｗａら）、同第６，４４８，３３９号（Ｔｏｍｉｔａ）、同第４，９１２，１６９号（Ｗ
ｈｉｔｍｉｒｅら）、及び同第６，９３９，９１１号（Ｔｏｓａｋｉら）に記載のものが
ある。これらのポリマーは、粘着付与剤として機能することができる。
【００７９】
　また、可塑剤も使用して、接着剤組成物のレオロジーを調節してよい。可塑剤は、リン
酸、アジピン酸、及びフタル酸エステルなどの非反応性化合物でよい。上記のアクリル粘
着付与剤と同様に調製された、さまざまな低ガラス転移温度（例えば０℃未満）、低分子
量（例えば、ＧＰＣによって測定した際、１００，０００ダルトン未満のＭｗ）のアクリ
ルポリマーも可塑剤として使用することができる。
【００８０】
　他の任意選択の添加剤としては、例えば、酸化防止剤、ＵＶ安定剤、ＵＶ吸収剤、顔料
、硬化剤、及びポリマー添加剤が挙げられる。これらの他の任意選択の添加剤は、所望に
応じて、接着剤組成物の光学的透明度を顕著に低減しないように選択することができる。
【００８１】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマー（又は硬化性（メタ）アクリレートコポリマー
を含有する硬化性接着剤）を硬化して、硬化した（メタ）アクリレート（又は硬化した（
メタ）アクリレートコポリマーを含有する硬化接着剤）を形成することができる。有意に
は、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー又は硬化性接着剤組成物は、多くの場合、顧
客による後の硬化のために貯蔵又は輸送が可能な層（例えば、フィルム）の形態である。
すなわち、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中の水素結合が、硬化性（メタ）アク
リレートコポリマー（又は硬化性接着剤組成物）に凝集力を与える。この凝集力は、層の
寸法安定性を強化し、温度が室温に近い場合又は４０℃未満の場合、流動性になる傾向を
減らす。
【００８２】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマー及び硬化性（メタ）アクリレートコポリマーを
含有する接着剤組成物は、紫外線又は可視光線で硬化する前、２５℃で５（１０－４）Ｐ
ａ－１未満であるクリープコンプライアンス及び７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超であ
るクリープコンプライアンスを有する。クリープコンプライアンスは、平行板レオメータ
ーを使用して、実施例の項に記載の通りに測定する。５（１０－４）の量は、５Ｅ（－０
４）と記してよく、１（１０－３）の量は、１Ｅ（－０３）と記してよい。
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【００８３】
　２５℃でのクリープコンプライアンスが５（１０－４）Ｐａ－１未満であるため、硬化
性接着剤組成物のフィルム又は層は、温度が室温に近い状態に保たれているという条件で
、貯蔵及び／又は輸送中に寸法性安定性である傾向がある。すなわち、フィルム又は層は
、２５℃で容易には流れず、寸法安定性である。いくつかの実施形態では、クリープコン
プライアンスは、２５℃で、４（１０－４）Ｐａ－１未満、３（１０－４）Ｐａ－１未満
、又は２（１０－４）Ｐａ－１未満である。この２５℃で低いクリープコンプライアンス
は、貯蔵及び／又は輸送の前に、部分架橋（部分硬化の結果）を必要としないことを意味
する。バッチからバッチに至るまで制御することが難しいことがある部分硬化は、硬化性
接着剤組成物の寸法安定性のために必要ではない。２５℃で低いクリープコンプライアン
スは、組成物の粘稠性を高め、硬化性接着剤組成物から生成されたダイカット層（例えば
、フィルム）のバッチ間の寸法を増大する。いくつかの実施形態では、クリープコンプラ
イアンスは、２５℃で、１（１０－５）Ｐａ－１超又は５（１０－５）Ｐａ－１超である
。
【００８４】
　クリープコンプライアンスは、７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超であるため、硬化性
接着剤組成物のフィルム又は層は、一般に用いられるオートクレーブ温度で充分な流動性
を有する傾向があり、フィルム又は層が積層される基材の表面上に存在し得るさまざまな
フィーチャに流れ、被覆する。いくつかの実施形態では、クリープコンプライアンスは、
７０℃で、２（１０－３）Ｐａ－１超、３（１０－３）Ｐａ－１超、５（１０－３）Ｐａ
－１超、又は１（１０－２）Ｐａ－１超である。クリープコンプライアンスが高すぎる場
合、ディスプレイの組み立て中に、境界制御に関する問題があり得る（例えば、接着剤が
、積層又はオートクレーブ条件下で過度に流れ得る）。しかし、流れの量は、多くの場合
、単純に積層又はオートクレーブ温度を下げることによって制御することができる。
【００８５】
　典型的には、硬化性接着剤組成物の層（例えば、フィルム）は、電子表示アセンブリの
形成において使用される典型的なオートクレーブ温度である４０℃～８０℃の範囲の温度
で充分に流れ、フィルムの厚さの３０～１００％に等しい高さの基材上のフィーチャを被
覆することができる。例えば、フィーチャは、硬化性接着剤組成物のフィルムの厚さの少
なくとも４０％、少なくとも５０％、少なくとも６０％、少なくとも７０％、少なくとも
８０％、又は少なくとも９０％に等しい高さを有することができる。電子表示アセンブリ
に使用される場合、フィーチャは、多くの場合、１００マイクロメートル以下、８０マイ
クロメートル以下、７０マイクロメートル以下、６０マイクロメートル以下、４０マイク
ロメートル以下、２０マイクロメートル以下、又は１０マイクロメートル以下の高さを有
することができるインク段差である。
【００８６】
　接着剤組成物（すなわち、紫外線又は可視光線による硬化前の硬化性接着剤組成物）は
、２５℃、１ラジアン／秒（ｒａｄ／ｓｅｃ）の周波数で測定したとき、少なくとも４０
ｋＰａに等しい剪断貯蔵弾性率を有する。剪断貯蔵弾性率が４０ｋＰａ未満の場合、接着
剤は、室温で約１週間エージングすると、流れ得る。このような接着剤は、一部の適用例
が必要とする所望の寸法安定性を有しないことがある。剪断貯蔵弾性率は、多くの場合、
少なくとも６０ｋＰａ又は少なくとも７０ｋＰａである。剪断貯蔵弾性率は、３００ｋＰ
ａ以下（これは、多くの場合、感圧性接着剤の上限であるが、加熱によって活性化された
接着剤は、４００ｋＰａ以下、５００ｋＰａ以下、又は６００ｋＰａ以下など、より高く
なり得る）であるが、多くの場合、２００ｋＰａ以下、１５０ｋＰａ以下、又は１３５ｋ
Ｐａ以下である。いくつかの実施形態では、剪断貯蔵弾性率は、４０～２００ｋＰａの範
囲、４０～１５０ｋＰａの範囲、４０～１２５ｋＰａの範囲、又は５０～１２５ｋＰａの
範囲である。
【００８７】
　硬化性（メタ）アクリレートコポリマー及び／又は関連する硬化性接着剤組成物は、加
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工（例えば、４０℃～８０℃などの高温で典型的に実施される積層及びオートクレーブ工
程）中に必要とされる高い流動性と、（典型的にはほぼ室温から４０℃未満までの範囲の
温度で）貯蔵及び／又はエンドユーザーへの輸送に必要とされる寸法安定性及び凝集力と
の性質を併せ持つ。凝集力は、室温での良好な変換（例えば、スリッティング又はダイカ
ッティング）特性及びフィルム様挙動を可能にすると同時に、高温で高粘性特性（したが
って低弾性及び短い応力緩和時間）にする。有利には、接着剤組成物は、室温で保管する
とき、良好な寸法安定性を有することができ、寸法安定性を維持するために冷却する必要
がない。
【００８８】
　別の態様では、第１基材と、第１基材に隣接する硬化性接着剤組成物の層とを含む物品
が提供される。硬化性接着剤組成物の層は、多くの場合、フィルムの形態である。本明細
書で使用する場合、「隣接する」という用語を用いて、直接接触する、又は１つ以上の他
の材料により分離された、典型的には層の形態の２つの材料、例えば下塗層又はハードコ
ーティング層を指すことができる。多くの場合、隣接する材料は直接接触している。
【００８９】
　さまざまな方法を使用して、物品を形成することができる。例えば、硬化性（メタ）ア
クリレートコポリマー、任意選択の光開始剤、及び任意の他の任意選択の添加剤を含有す
る接着剤組成物を、溶媒から又は溶解物からコーティングすることができる。このような
方法は、当業者に周知である。溶媒を含むコーティング組成物を材料として処理する場合
、好適な溶媒は、コーティング組成物の他の成分と混和性のものである。これは、コーテ
ィング組成物が、希釈形態で均一性を保ち、したがって乾燥中、時期尚早に成分と溶媒が
分離しないことを意味する。好適な溶媒は、使用される場合、コーティング層から容易に
除去できるものである。また、好適な溶媒は、コーティング組成物を適用する基材を損傷
しないものである（例えば、ポリマーフィルムのひび割れを生じることがない）。代表的
な溶媒には、メチルエチルケトン、メチルイソブチルケトン、１－メトキシ－２－プロパ
ノール、イソプロピルアルコール、トルエン、酢酸エチル、酢酸ブチルなど、及びこれら
の混合物が挙げられる。
【００９０】
　多くの実施形態において、物品は、第１の基材と、第２の基材と、第１の基材と第２の
基材との間に位置付けられた硬化性接着剤組成物の層とを含む。硬化性接着剤組成物中の
硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化した（メタ）アクリレートコポリマーに
変換できる。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーの硬化方法は、使用される式（ＩＩ
Ｉ）の第３のモノマー単位のタイプによって決まる。式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位
が、第１のタイプ（水素引き抜き反応することができる芳香族ケトン基を有する）である
場合、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー又は硬化性接着剤組成物を紫外線に曝露す
ることによって硬化を生じさせることができる。式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位が、
第２のタイプ（ペンダント（メタ）アクリロイル基を有する）である場合、接着剤組成物
は、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーと光開始剤との混合物を含む。硬化は、混合
物を紫外線又は可視光線に曝露することによって生じる。
【００９１】
　上で考察した光開始剤のいずれかを、第２のタイプの第３のモノマー単位を有する硬化
性（メタ）アクリレートコポリマーの硬化に使用することができる。特定の例として、こ
れらに限定されないが、２，２－ジメトキシ－２－フェニルアセトフェノンである、ＢＡ
ＳＦ　Ｃｏｒｐ．社（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，ＮＹ）から商標名ＩＲＧＡＣＵＲＥ　６５１
で販売されているもの、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．社製のＩＲＧＡＣＵＲＥ　ＴＰＯ－Ｌ、及
び１－ヒドロキシシクロヘキシルフェニルケトンである、ＢＡＳＦ　Ｃｏｒｐ．社製のＩ
ＲＧＡＣＵＲＥ　１８４が挙げられる。
【００９２】
　物品のいくつかの実施形態において、硬化性接着剤組成物の層は、ダイカット層である
。より特定すると、物品は、第１の基材と第２の基材との間に配置されたダイカット層を
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含んでよい。いくつかの特定の物品では、第１の基材及び第２の基材のうちの少なくとも
１つは、剥離ライナーである。例えば、一部の物品において、ダイカット層は、第１の剥
離ライナーと第２の剥離ライナーとの間に配置されている。一部の他の特定の物品におい
て、第１の基材は剥離ライナーであり、第２の基材は光学基材（例えば、光学フィルム）
である。
【００９３】
　別の態様では、物品の調製方法が提供される。方法は、第１の基材と、第２の基材と、
硬化性接着剤組成物の層とを準備することを含む。方法は、第１の基材と、第２の基材と
、硬化性接着剤組成物の層とを含み、該接着剤組成物の層が、第１の基材と第２の基材と
の間に配置されている、積層体を形成することを更に含む。更に、方法は、接着剤組成物
の層を紫外線又は可視光線に曝露して、（メタ）アクリレートコポリマーを硬化すること
を含む。
【００９４】
　硬化性接着剤組成物は、電子表示アセンブリに適しているが、その理由は、処理中にお
けるその取扱適性及び流動特性の組み合わせが優れているからである。これらの特性は、
ムラの量の管理を助け、気泡形成のリスクを最小限に抑えながら比較的大きなインク段差
を被覆する能力に貢献する。ムラは、多くの場合、積層プロセス中に導入される光学的欠
陥（例えば、ＬＣＤのセルギャップ歪みに起因するパターン若しくはしわ、又は輝度若し
くは像の不均一性）の存在を示す。
【００９５】
　硬化性接着剤組成物を、第１の基材と第２の基材との間に配置しながら、紫外線又は可
視光線に曝露して、硬化した接着剤組成物を形成し、それを第１の基材及び第２の基材の
両方に積層することができる。硬化は、室温で又は高温で生じることができる。一部の実
施形態では、硬化温度は、（メタ）アクリレートコポリマーのガラス転移温度より少なく
とも２０℃高い温度になるように選択される。高温は、材料の移動度及び硬化効率を強化
することができる。積層体は、多くの場合、例えば、４０℃～８０℃の範囲、又は５０℃
～７０℃の範囲などの、少なくとも４０℃に等しい温度で形成される。
【００９６】
　硬化性接着剤組成物を、フィーチャを有する基材に積層することができ、フィーチャに
適合させることができる。積層中、接着剤は、基材の底部から突出し得るフィーチャに流
れて被覆することができる。接着剤組成物は、多くの場合、接着剤組成物の厚さの１００
％以下の高さを有するフィーチャの全外面に流れて被覆することができる。一部の実施形
態では、接着剤組成物は、第１の基材と第２の基材との間に配置するのに適した寸法を有
するように切断（例えば、ダイカット）された層の形態である。
【００９７】
　接着剤が、印刷レンズ（すなわち、レンズがインク段差を印刷した）と第２のディスプ
レイ基材との間に積層されたとき、硬化性接着剤組成物は、大きなインク段差（すなわち
、２０～１００又は５０～１００マイクロメートル以上）に適合させる必要があり得、全
体の接着剤の厚さは５０～２５０マイクロメートル（以下）になる。初期の組み立て中に
この大きなインク段差を完全に濡らすことは非常に重要であるが、その理由は、捕捉され
た全ての気泡が、後続するディスプレイの組み立て工程で除去することが非常に困難にな
り得るためである。
【００９８】
　更に、硬化性組成物は、多くの場合、１ラジアン／秒の周波数で測定したとき、積層温
度（例えば、４０℃～８０℃の範囲の温度）で、１０５パスカル（Ｐａ）（１００ｋＰａ
）未満の低剪断貯蔵弾性率を有する。この低剪断貯蔵弾性率は、良好なインク濡れ並びに
急速な変形及びインク段差の輪郭の鋭角に対する従順性に有利になる傾向がある。好適な
接着剤は、インク面を濡らすのに充分な流動性も有する。充分な流動性は、多くの場合、
積層及びオートクレーブを含めた広範な加工温度にわたるｔａｎδ値（例えば、（ＤＭＡ
によって測定して）４０℃～８０℃又は若干それよりも高温で、少なくとも０．６のｔａ
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ｎδ）と相関する。
【００９９】
　特定の実施形態では、硬化性及び／又は硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを含
有する接着剤組成物は、光学的に透明である。したがって、特定の物品は、光学的に透明
な基材（例えば、光学フィルムなどの光学基材）と、光学的に透明な基材の少なくとも１
つの主面に隣接する硬化した又は硬化性接着剤組成物の光学的に透明な接着剤層とを含む
積層体であってよい。積層体は、接着剤層に永久的に又は一時的に付着している第２の基
材を更に含んでよく、接着剤層は、光学的に透明な基材と第２の基材との間に配置されて
いる。
【０１００】
　一部の積層体の例において、光学的に透明な接着剤層（すなわち、本明細書に記載の硬
化又は硬化性接着剤組成物）は、２つの基材間に配置され、基材のうちの少なくとも片方
は、光学フィルム、表示装置、接触センサー、又はレンズである。光学フィルムは、光学
フィルムの表面に衝突する光を意図的に強化、操作、制御、維持、透過、反射、屈折、吸
収、遅延、又はその他の方法で変化させる。積層体中に含まれる光学フィルムは、偏光子
、干渉偏光子、反射偏光子、ディフューザー、着色光学フィルム、反射鏡、ルーバー付き
光学フィルム、調光フィルム、透明シート、輝度上昇フィルム、防眩フィルム、及び反射
防止フィルムなど、光学的機能を有する材料のクラスを含む。作製した積層体用の光学フ
ィルムはまた、４分の１波長及び半波長位相遅延光学素子などの位相差板も含むことがで
きる。他の光学的に透明なフィルムは、対破片フィルム及び電磁波妨害フィルターを含ん
でもよい。フィルムは、接触センサーの製造に使用される用途など、ＩＴＯ（すなわち、
インジウムスズ酸化物）コーティング又はパターニング用の基材として使用することもで
きる。
【０１０１】
　いくつかの実施形態では、本明細書に記載の硬化性又は硬化接着剤を含む積層体は、光
学素子であってもよく、又はそれを用いて光学素子を調製してもよい。本明細書で使用す
る場合、用語「光学素子」は、光学的効果又は光学的用途を有する物品を指す。光学素子
は、例えば、電子ディスプレイ（例えば、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、有機発光ディス
プレイ（ＯＬＥＤ）、建築用途、輸送用途、投写用途、フォトニクス用途、及びグラフィ
ックス用途）において使用することができる。好適な光学素子には、これらに限定されな
いが、グレージング（例えば、窓及びウインドシールド）、スクリーン又はディスプレイ
、偏光ビームスプリッター、陰極線管、ＩＴＯ塗装された接触センサー、例えばガラス又
は透明なプラスチック基材を使用したもの、及び反射器が挙げられる。
【０１０２】
　さまざまな光学関連用途及び／又は電子表示アセンブリ用途に加えて、硬化性及び硬化
した接着剤組成物の両方を、多種多様な他の用途において使用することができる。例えば
、物品は、裏地又は剥離ライナー上に硬化性接着剤組成物の層（例えば、フィルム）を形
成することによって、形成することができる。剥離ライナーが使用される場合、層を別の
基材に移してもよい。他の基材は、例えば、電子表示アセンブリの部品でもよい。すなわ
ち、層を別の基材に積層してもよい。フィルムは、多くの場合、第１の基材と第２の基材
との間に積層される（すなわち、硬化性接着剤の層は、第１の基材と第２の基材との間に
配置される）。
【０１０３】
　一部の例では、接着剤組成物は、多種多様な転写テープで用いることができる。転写テ
ープは、硬化性接着剤組成物を異種剥離ライナー（differential release liner）（すな
わち、ライナーの両方の主面が剥離コーティングを含有し、剥離コーティングが異なる、
両面剥離ライナー）上にコーティングすることによって作製することができ、任意選択に
より少なくとも部分的に硬化してもよい。接着剤組成物は、典型的には、ライナーの剥離
値がより高い方の面にコーティングされる。コーティング後、接着剤をコーティングした
剥離ライナーをロールに巻くことによって転写接着剤が得られる。あるいは、接着剤組成
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物を第１のライナーにコーティングし、必要に応じて乾燥する。通常、第１のライナーと
は異なる剥離値を有する第２のライナーを、第１のライナーの反対側の接着剤に隣接して
配置する（ＰＳＡは、第１のライナーと第２のライナーとの間に配置される）。接着剤転
写テープを巻きほどくと、接着剤はライナーの剥離値がより高い方の面に残る。使用する
とき、転写接着剤を巻きほどき、基材表面（例えば、以下の詳細な説明の中で開示される
光学関連装置中のものなど、又は塗装パネル、金属パネル、窓ガラス、自動車パネルなど
の非光学関連装置及び物品）に積層する。転写接着剤は、剥離ライナーよりも基材に対し
て高い接着性を有するため、剥離ライナーから基材表面に転写される。
【０１０４】
　図に戻り、図１は、第１の基材１２を有する代表的な物品１０の断面図を示す。基材の
第１の面１２ａ上に、無機導電性配線１４が配置されている。配線は、第１の面１２ａ上
にグリッド又はパターンを形成する。配線は、第１の面１２ａを完全には被覆しない。す
なわち、むき出しになった第１の面１２ａの領域がある。配線端は、電気コネクタパッド
１６で終わる。
【０１０５】
　基材１２の代表的な材料には、ガラス、ポリエチレンテレフタレート、シクロオレフィ
ンコポリマー、ポリカーボネート、三酢酸セルロース、ポリ（メチルメタクリレート）、
又は別のポリアクリレートが挙げられる。特定の実施形態では、基材は、例えば、レンズ
、接触センサー、発光ディスプレイ、光反射ディスプレイ、又は偏光子フィルムである、
又はこれらの一部である。
【０１０６】
　無機導電性配線１４の製造に使用される代表的な材料には、銀、インジウムスズ酸化物
、ドープＺｎＯ、及びアンチモンスズ酸化物が挙げられる。これらの導電性配線は、銀又
は銀ナノワイヤーからも作製可能である。導電性配線を、銅又は銀から作製した回路など
、他の導電性配線と接触させてもよい。これらの回路はまた、少なくとも一部の物品にお
いて、接着剤と直接接触させることもできる。
【０１０７】
　図１に示すように、本開示の接着剤１８は、配線１４に隣接している。配線がグリッド
形式であるために、接着剤１８の部分は、第１の基材１２の第１の面１２ａと直接接触し
得る。接着剤１８は、典型的には、基材１２の表面１２ａ及び無機導電性配線１４の少な
くとも一部の上に、層の形態で配置される。接着剤層１８の厚さは、配線を完全に被覆す
るのに充分である。厚さは、全表面にわたって一様でなくてもよく、配線間にへこみ又は
谷があってもよい。
【０１０８】
　図１に図示しないが、特定の実施形態において、無機導電性配線は、その上に薄い障壁
（保護）層を有してもよく（図示せず）、その場合、接着剤１８は、配線に直接接触しな
い。このような保護材料には、スパッタ二酸化ケイ素若しくは炭化ケイ素、又は高度に硬
化されたアクリレート若しくはエポキシベースのハードコーティングを挙げることができ
る。
【０１０９】
　任意選択により、実施形態は、接着剤１８上に配置された第２の基材１１を含む。特定
の実施形態において、第１の基材及び第２の基材は、使用される場合、光学基材である。
【０１１０】
　代表的な光学基材としては、ディスプレイパネル、例えば、液晶ディスプレイ、ＯＬＥ
Ｄディスプレイ、タッチパネル、電気泳動ディスプレイ、エレクトロウェッティング方式
ディスプレイ若しくは陰極線管、窓若しくはグレージング、光学部品、例えば反射体、偏
光子、回折格子、鏡、若しくはカバーレンズ、又は別のフィルム、例えば、装飾フィルム
若しくは光学フィルムが挙げられる（又はこれらの一部が挙げられる）。いくつかの実施
形態において、光学基材は、光学的に透明であってよい。
【０１１１】
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　光学的に透明な基材の代表例としては、ポリカーボネート、ポリエステル（例えば、ポ
リエチレンテレフタレート及びポリエチレンナフタレート）、ポリイミド、ポリウレタン
、ポリ（メタ）アクリレート（例えば、ポリ（メチルメタクリレート））、ポリビニルア
ルコール、ポリオレフィン（例えば、ポリエチレン、ポリプロピレン、及び環状オレフィ
ンコポリマー）、及び三酢酸セルロースを含有するものを含む、ガラス及びポリマー基材
が挙げられる。典型的に、カバーレンズは、ガラス、ポリ（メチルメタクリレート）、又
はポリカーボネートで作製することができる。
【０１１２】
　図２は、図１の物品の代表的製造プロセスの概略図を示す。プロセスは、第１の面２２
ａを有する第１の基材２２を準備する工程を含む。電気コネクタパッド２６を備えた無機
導電性配線２４は、第１の面２２ａ上に配置される。転写テープ３０のロールが提供され
る。転写テープ３０のロールは、ライナー３１上に被覆された本開示の接着剤３８を含む
。任意選択により、ライナー３１は、テープのロールをほどくことをできるようにする剥
離コーティングを含む。転写テープ３０は、接着剤３８が配線２４と接触するように、第
１の基材２２に積層される。配線２４は、第１の基材２２の第１の面２２ａを完全には被
覆しないので、接着剤３８は、第１の面２２ａとも接触する。
【０１１３】
　典型的には、ライナー３１は、除去しかつ廃棄され、第２の基材が接着剤３８上に積層
され得る。第２の基材（図２では図示しないが、図１中の１１に類似している）は、使用
される場合、典型的には、光学的に透明である。光学的に透明な基材の例は、上述されて
いる。２つの基材を積層する際、典型的には、エアギャップなしで結合が形成される。
【０１１４】
　特定の実施形態において、積層体の適用後、接着剤３８は、エネルギー源（例えば、紫
外線又は可視光線の光源）に曝露されて、式（ＩＩＩ）のモノマー単位のＲ３基が反応し
、分子量が増加して、（メタ）アクリレートコポリマーを硬化することができる。硬化し
た（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーと比べて
高凝集力及び高粘性の耐性高分子網目である。しかし、硬化された接着剤でもさほど高度
には架橋されておらず、材料は、室温で脆性である又はもろい。
【０１１５】
　図２は、転写テープの使用を示すが、例えば、転写テープから作製されるカットシート
又はダイカットフィルムを使用して本方法を実践することもできる。また、特定の実施形
態において、接着剤３８は、ライナー３１の裏面に、第２の保護ライナー（図示せず）を
該接着剤上に配置して含むこともできる。
【０１１６】
　好適なライナーには、テープ裏地、光学フィルム、又は剥離ライナーとして通常に利用
される、可撓性裏地材料が挙げられる。一般に、任意の好適な可撓性材料を、屈折率又は
光学的透明度の特別な制限なしに使用することができるが、その理由は、これが除去され
、ディスプレイ基材を含む物品の一部にならないからである。本明細書に記載の積層体に
有用であり得るテープ裏地として使用される可撓性裏地材料の典型例として、紙製のもの
（例えば、クラフト紙）又はポリプロピレン、ポリエチレン、ポリウレタン、ポリエステ
ル（例えば、ポリエチレンテレフタレート）、エチレン酢酸ビニル、酢酸セルロース、及
びエチルセルロースなどの高分子フィルム製のものが挙げられる。いくつかの可撓性裏地
は、コーティング材を有し得る。例えば、剥離ライナーは、シリコーン含有材料又はフル
オロカーボン含有材料などの低粘着性成分でコーティングされていてもよい。
【０１１７】
　さまざまな実施形態、すなわち接着剤組成物、接着剤組成物を含有する物品、及び物品
の製造方法が提供される。
【０１１８】
　実施形態１Ａは、（１）重量平均分子量（Ｍｗ）が１００，０００～４００，０００ダ
ルトン（Ｄａ）の範囲の硬化性（メタ）アクリレートコポリマーと、（２）任意選択の光
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開始剤とを含有する硬化性接着剤組成物である。硬化性（メタ）アクリレートコポリマー
は、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対して５０～９
４重量％の範囲の量の式（Ｉ）の第１のモノマー単位を含む。
【化９】

　式（Ｉ）中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、Ｒ２は、アルキル基、ヘテロアルキル基
、アリール基、アラルキル基、又はアルカリール基である。硬化性（メタ）アクリレート
コポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対し
て６～１０重量％の範囲の量の式（ＩＩ）の第２のモノマー単位を更に含む。

【化１０】

　Ｒ１基は、式（Ｉ）について上に規定したものと同様である。硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対
して０．０５～５重量％の範囲の量の式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を更に含む。
【化１１】

　式（ＩＩＩ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｒ３基は、１）紫外線に
曝露されたとき、ポリマー鎖からの水素引き抜きを起こす芳香族ケトン基、又は２）光開
始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき、フリーラジカル重合する（メ
タ）アクリロイル基を含む。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）
アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対して０～２０重量％の範囲の量の式
（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位を更に含む。

【化１２】

　式（ＩＶ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｘ基は、－Ｏ－又は－ＮＨ
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－であり、Ｒ４基は、ヒドロキシ置換アルキル又はヒドロキシ置換ヘテロアルキルである
。さまざまな式中のアスタリスク（＊）は、別のモノマー単位又は末端基への結合の部位
を示す。硬化前の硬化性接着剤組成物は、２５℃で５（１０－４）Ｐａ－１未満のクリー
プコンプライアンスを有し、７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超のクリープコンプライア
ンスを有する。硬化性接着剤組成物は、２５℃及び１ラジアン／秒で測定したとき、少な
くとも４０キロパスカル（ｋＰａ）に等しい剪断貯蔵弾性率を有する。
【０１１９】
　実施形態２Ａは、Ｒ２がアルキル基又はヘテロアルキル基である、実施形態１Ａの硬化
性接着剤組成物である。
【０１２０】
　実施形態３Ａは、Ｒ２が直鎖状、分枝状、環状、又はこれらの組み合わせのアルキルで
ある、実施形態１Ａ又は２Ａの硬化性接着剤組成物である。
【０１２１】
　実施形態４Ａは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、７～１０重量％の式（Ｉ
Ｉ）の第２のモノマー単位を含む、実施形態１Ａ～３Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組
成物である。
【０１２２】
　実施形態５Ａは、第３のモノマー単位が、芳香族ケトン基を有する（メタ）アクリレー
トモノマーに由来する、実施形態１Ａ～４Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である
。
【０１２３】
　実施形態６Ａは、芳香族ケトン基を有する（メタ）アクリレートモノマーが、４－（メ
タ）アクリロイルオキシベンゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシエトキシベン
ゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（
メタ）アクリロイルオキシエトキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（メタ）アク
リロイルオキシ－４’－ブロモベンゾフェノン、又は４－アクリロイルオキシエトキシ－
４’－ブロモベンゾフェノンから選択される、実施形態５Ａの硬化性接着剤組成物である
。
【０１２４】
　実施形態７Ａは、第３のモノマー単位が、光開始剤の存在下で紫外線又は可視光線に曝
露されたとき、フリーラジカル重合する（メタ）アクリロイル基を有する、実施形態１Ａ
～６Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１２５】
　実施形態８Ａは、第３のモノマー単位の量が、（メタ）アクリレートコポリマーの全重
量に対して０．０５～５重量％の範囲である、実施形態１Ａ～７Ａのいずれか１つの硬化
性接着剤組成物である。
【０１２６】
　実施形態９Ａは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、（メタ）アクリルアミド
以外の窒素含有モノマーに由来する第５のモノマー単位を更に含む、実施形態１Ａ～８Ａ
のいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１２７】
　実施形態１０Ａは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、酸性モノマー、無水物
含有モノマー、又はビニルエステルモノマーに由来するモノマー単位を含まないか、又は
実質的に含まない、実施形態１Ａ～９Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１２８】
　実施形態１１Ａは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、スチレン又はスチレン
型モノマーに由来するモノマー単位を含まないか、又は実質的に含まない、実施形態１Ａ
～１０Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１２９】
　実施形態１２Ａは、硬化性接着剤組成物が、複数の（メタ）アクリロイル基を有するモ
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ノマーを更に含む、実施形態１Ａ～１１Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１３０】
　実施形態１３Ａは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、
　１ラジアン／秒の周波数で動的機械分析を用いて測定したとき、少なくとも－１５℃に
等しいガラス転移温度を有する、実施形態１Ａ～１２Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組
成物である。
【０１３１】
　実施形態１４Ａは、硬化性接着剤組成物が、感圧性接着剤組成物である、実施形態１Ａ
～１３Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物である。
【０１３２】
　実施形態１Ｂは、硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを含む硬化した接着剤組成
物であって、硬化した接着剤組成物が、硬化性接着剤組成物を紫外線又は可視光線に曝露
した結果得られる反応生成物である、硬化した接着剤組成物である。硬化性接着剤組成物
は、（１）重量平均分子量（Ｍｗ）が１００，０００～４００，０００ダルトン（Ｄａ）
の範囲の硬化性（メタ）アクリレートコポリマーと、（２）任意選択の光開始剤とを含む
。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中
のモノマー単位の全重量に対して５０～９４重量％の範囲の量の式（Ｉ）の第１のモノマ
ー単位を含む。
【化１３】

　式（Ｉ）中、Ｒ１は、水素又はメチルであり、Ｒ２は、アルキル基、ヘテロアルキル基
、アリール基、アラルキル基、又はアルカリール基である。硬化性（メタ）アクリレート
コポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマー中のモノマー単位の全重量に対し
て６～１０重量％の範囲の量の式（ＩＩ）の第２のモノマー単位を更に含む。

【化１４】

　Ｒ１基は、式（Ｉ）について上に規定したものと同様である。硬化性（メタ）アクリレ
ートコポリマーは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対
して０．０５～５重量％の範囲の量の式（ＩＩＩ）の第３のモノマー単位を更に含む。
【化１５】

　式（ＩＩＩ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｒ３基は、１）紫外線に
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曝露されたとき、ポリマー鎖からの水素引き抜きを起こす芳香族ケトン基、又は２）光開
始剤の存在下で紫外線若しくは可視光線に曝露されたとき、フリーラジカル重合する（メ
タ）アクリロイル基を含む。硬化性（メタ）アクリレートコポリマーは、硬化性（メタ）
アクリレートコポリマーのモノマー単位の全重量に対して０～２０重量％の範囲の量の式
（ＩＶ）の任意選択の第４のモノマー単位を更に含む。
【化１６】

　式（ＩＶ）中、Ｒ１基は、上に規定したものと同様であり、Ｘ基は、－Ｏ－又は－ＮＨ
－であり、Ｒ４基は、ヒドロキシ置換アルキル又はヒドロキシ置換ヘテロアルキルである
。さまざまな式中のアスタリスク（＊）は、別のモノマー単位又は末端基への結合の部位
を示す。硬化前の硬化性接着剤組成物は、２５℃で５（１０－４）Ｐａ－１未満のクリー
プコンプライアンスを有し、７０℃で１（１０－３）Ｐａ－１超のクリープコンプライア
ンスを有する。硬化性接着剤組成物は、２５℃及び１ラジアン／秒で測定したとき、少な
くとも４０キロパスカル（ｋＰａ）に等しい剪断貯蔵弾性率を有する。
【０１３３】
　実施形態２Ｂは、接着剤組成物が光学的に透明である、実施形態１Ｂの硬化した接着剤
組成物である。
【０１３４】
　実施形態３Ｂは、Ｒ２がアルキル又はヘテロアルキル基である、実施形態１Ｂ又は２Ｂ
の硬化した接着剤組成物である。
【０１３５】
　実施形態４Ｂは、Ｒ２が直鎖状、分枝状、環状、又はこれらの組み合わせのアルキルで
ある、実施形態１Ｂ～３Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である。
【０１３６】
　実施形態５Ｂは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、７～１０重量％の式（Ｉ
Ｉ）の第２のモノマー単位を含む、実施形態１Ｂ～４Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤
組成物である。
【０１３７】
　実施形態６Ｂは、第３のモノマー単位が、芳香族ケトン基を有する（メタ）アクリレー
トモノマーに由来する、実施形態１Ｂ～５Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物であ
る。
【０１３８】
　実施形態７Ｂは、芳香族ケトン基を有する（メタ）アクリレートモノマーが、４－（メ
タ）アクリロイルオキシベンゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシエトキシベン
ゾフェノン、４－（メタ）アクリロイルオキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（
メタ）アクリロイルオキシエトキシ－４’－メトキシベンゾフェノン、４－（メタ）アク
リロイルオキシ－４’－ブロモベンゾフェノン、又は４－アクリロイルオキシエトキシ－
４’－ブロモベンゾフェノンから選択される、実施形態６Ｂの硬化した接着剤組成物であ
る。
【０１３９】
　実施形態８Ｂは、第３のモノマー単位が、光開始剤の存在下で紫外線又は可視光線に曝
露されたとき、フリーラジカル重合する（メタ）アクリロイル基を有する、実施形態１Ｂ
～７Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である。
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【０１４０】
　実施形態９Ｂは、第３のモノマー単位の量が、（メタ）アクリレートコポリマーの全重
量に対して０．０５～５重量％の範囲である、実施形態１Ｂ～８Ｂのいずれか１つの硬化
した接着剤組成物である。
【０１４１】
　実施形態１０Ｂは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、（式（ＩＩ）ではない
）（メタ）アクリルアミド以外の窒素含有モノマー、（式（Ｉ）ではない）芳香族基を有
する（メタ）アクリレートを更に含む、実施形態１Ｂ～９Ｂのいずれか１つの硬化した接
着剤組成物である。
【０１４２】
　実施形態１１Ｂは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、（メタ）アクリルアミ
ド以外の窒素含有モノマーに由来する第５のモノマー単位を更に含む、実施形態１Ｂ～１
０Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である。
【０１４３】
　実施形態１２Ｂは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、酸性モノマー、無水物
含有モノマー、又はビニルエステルモノマーに由来するモノマー単位を含まないか、又は
実質的に含まない、実施形態１Ｂ～１１Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である
。
【０１４４】
　実施形態１３Ｂは、硬化した（メタ）アクリレートが、硬化性（メタ）アクリレートコ
ポリマー、光開始剤、及び複数の（メタ）アクリロイル基を有するモノマーを含む硬化性
接着剤組成物から形成される、実施形態１Ｂ～１２Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組
成物である。
【０１４５】
　実施形態１４Ｂは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、１ラジアン／秒の周波
数で動的機械分析を用いて測定したとき、少なくとも－１５℃に等しいガラス転移温度を
有する、実施形態１Ｂ～１３Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である。
【０１４６】
　実施形態１５Ｂは、硬化した接着剤組成物が感圧性接着剤組成物である、実施形態１Ｂ
～１４Ｂのいずれか１つの硬化した接着剤組成物である。
【０１４７】
　実施形態１Ｃは、第１の基材と、第１の基材に隣接して配置された、実施形態１Ａ～１
４Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物の層又は実施形態１Ｂ～１５Ｂのいずれか１つ
の硬化した接着剤組成物の層とを含む物品である。
【０１４８】
　実施形態２Ｃは、第２の基材を更に含む、実施形態１Ｃの物品であって、硬化性接着剤
組成物の層又は硬化した接着剤組成物の層が、第１の基材と第２の基材との間に配置され
ている、物品である。
【０１４９】
　実施形態３Ｃは、第１の基材及び第２の基材のうちの少なくとも片方が、硬化性接着剤
組成物の層又は硬化した接着剤組成物の層の厚さの３０～１００％の範囲の高さを有する
フィーチャを少なくとも１つ有し、硬化性接着剤組成物の層又は硬化した接着剤組成物の
層が、フィーチャの外面を被覆する、実施形態１Ｃ又は２Ｃの物品である。
【０１５０】
　実施形態４Ｃは、第１の基材又は第２の基材のうちの少なくとも片方が、光学フィルム
、ディスプレイフィルム、接触センサー、又はレンズである、実施形態１Ｃ～３Ｃのいず
れか１つの物品である。
【０１５１】
　実施形態５Ｃは、硬化性接着剤組成物の層がダイカットフィルムである、実施形態１Ｃ
～４Ｃのいずれか１つの物品である。
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【０１５２】
　実施形態６Ｃは、硬化性接着剤組成物の層がダイカットフィルムであり、ダイカットフ
ィルムが、剥離ライナーである第１の基材に隣接している、実施形態１Ｃ～５Ｃのいずれ
か１つの物品である。
【０１５３】
　実施形態７Ｃは、ダイカットフィルムが、剥離ライナーである第１の基材と剥離ライナ
ーである第２の基材との間に配置されている、実施形態６Ｃの物品である。
【０１５４】
　実施形態８Ｃは、ダイカットフィルムが、剥離ライナーである第１の基材と光学基材で
ある第２の基材との間に配置されている、実施形態６Ｃの物品である。
【０１５５】
　実施形態９Ｃは、第２の基材が光学フィルムである、実施形態８Ｃの物品である。
【０１５６】
　実施形態１０Ｃは、硬化性接着剤組成物又は硬化した接着剤組成物が、感圧性接着剤組
成物である、実施形態１Ｃ～９Ｃのいずれか１つの物品である。
【０１５７】
　実施形態１Ｄは、物品の調製方法である。方法は、第１の基材と、第２の基材と、実施
形態１Ａ～１４Ａのいずれか１つの硬化性接着剤組成物の層とを準備することを含む。方
法は、第１の基材と、第２の基材と、硬化性接着剤組成物の層とを含む積層体を形成する
ことを更に含み、ここで硬化性接着剤組成物の層は、第１の基材と第２の基材との間に配
置されている。方法は、硬化性接着剤組成物の層を紫外線又は可視光線に曝露し、硬化性
（メタ）アクリレートコポリマーを硬化して、硬化した接着剤組成物の層を形成すること
を更に含む。すなわち、硬化性接着剤組成物中の硬化性（メタ）アクリレートコポリマー
が反応して、硬化した（メタ）アクリレートコポリマーを形成する。
【０１５８】
　実施形態２Ｄは、硬化した接着剤組成物が光学的に透明である、実施形態１Ｄの方法で
ある。
【０１５９】
　実施形態３Ｄは、硬化性（メタ）アクリレートコポリマーが、１ラジアン／秒の周波数
で動的機械分析を用いて測定したとき、少なくとも－１５℃に等しいガラス転移温度を有
する、実施形態１Ｄ又は２Ｄの方法である。
【０１６０】
　実施形態４Ｄは、第１の基材及び第２の基材のうちの少なくとも片方が、硬化性接着剤
組成物の層の厚さの３０～１００％の範囲の高さを有するフィーチャを少なくとも１つ有
し、接着剤組成物が、フィーチャの外面を被覆する、実施形態１Ｄ～３Ｄの方法である。
【０１６１】
　実施形態５Ｄは、第１の基材又は第２の基材のうちの少なくとも片方が、光学フィルム
、ディスプレイフィルム、接触センサー、又はレンズである、実施形態１Ｄ～４Ｄのいず
れか１つの方法である。
【０１６２】
　実施形態６Ｄは、積層体の形成が、少なくとも４０℃に等しい温度で生じる、実施形態
１Ｄ～５Ｄのいずれか１つの方法である。
【０１６３】
　実施形態７Ｄは、第１の基材及び第２の基材のうちの少なくとも片方が、少なくとも１
つのフィーチャを有し、積層体の形成が、硬化性接着剤組成物を流して、フィーチャの外
面を被覆することを含む、実施形態１Ｄ～６Ｄのいずれか１つの方法である。
【０１６４】
　実施形態８Ｄは、第１の基材と第２の基材との間に配置するために好適な寸法を有する
ように、硬化性接着剤組成物層をダイカットする、実施形態１Ｄ～７Ｄのいずれか１つの
方法である。
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【０１６５】
　実施形態９Ｄは、硬化性接着剤組成物及び／又は硬化した接着剤組成物が、感圧性接着
剤組成物である、実施形態１Ｄ～８Ｄのいずれか１つの方法である。
【実施例】
【０１６６】
　本開示の目的及び利点を、以下の実施例によって更に例示するが、これらの実施例にお
いて列挙する特定の材料及びそれらの量、並びに他の条件及び詳細が、本開示を必要以上
に限定するものと解釈すべきではない。
【表１】
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【０１６７】
　光学特性
　ヘイズ、透過率、及びｂ＊特性を、伝送モードの分光光度計（Ｈｕｎｔｅｒ　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｓ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｙ，Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔｅｄ社（Ｒｅｓｔｏｎ，Ｖ
Ａ，ＵＳＡ）製のＵｌｔｒａＳｃａｎ　ＰＲＯ　Ｓｐｅｃｔｒｏｐｈｏｔｏｍｅｔｅｒ）
を用いて測定した。２つの剥離ライナー間で調製された光学的に透明な接着剤（ＯＣＡ）
サンプルを約５ｃｍ×５ｃｍに切断した。接着剤層の厚さは、１５０マイクロメートルだ
った。片方のライナーを除去した後、手圧を用いてサンプルを１ミリメートル厚の透明な
ガラス片に積層し、気泡の捕捉が確実にないようにした。次いで第２のライナーを取り外
し、光学的に透明なポリエステルの層を、手圧を用いてＯＣＡの露出面に積層し、気泡の
捕捉が確実にないようにした。結果として得られたアセンブリを、伝送モードの分光光度
計を用いてヘイズについて評価した。波長は、可視領域内（４００～７００ナノメートル
）である。追加のサンプルを同様に調製し、６５℃、９０％の相対湿度の室内で８００時
間エージングし、室から取り出し、室温まで冷却させ、次いでヘイズについて評価した。
【０１６８】
　剪断貯蔵弾性率及びガラス転移温度（Ｔｇ）
　接着フィルムサンプルの弾性率及びガラス転移温度（Ｔｇ）は、平行板モードのレオロ
ジー動的アナライザ（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ社（Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥ，
ＵＳＡ）製のモデルＤＨＲ－３　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ）を用いて測定した。サンプルは、
接着剤をシリコン剥離ライナー上にコーティングし、真空オーブン中、１６０℃で乾燥す
ることによって調製した。次いで、結果として得られたフィルムを１４０℃で約１ミリメ
ートル（０．０３９インチ）の厚さまで加圧した。次いで周囲条件下で室温（２０℃～２
５℃）まで冷却させた後、直径８ミリメートル（０．３１５インチ）の円形ダイを使用し
てサンプルを打ち抜き、剥離ライナーの除去後、それぞれの直径が８ミリメートルの２枚
の平行板の間の中心に置いた。接着剤を有する板をレオメーター中に配置し、接着フィル
ムの端が、上部の板と下部の板の各端と同等になるまで圧縮した。次いで、平行板を１ラ
ジアン／秒の角振動数かつ１０％の一定歪みで振動しながら、温度を２段階、最初に３℃
／分で２５℃から－６５℃まで、そして、平衡化して２５℃に戻した後、３℃／分で２５
℃から１５０℃まで増減させた。剪断貯蔵弾性率（Ｇ’）及び剪断損失弾性率（Ｇ”）を
測定し、温度の関数としてのｔａｎδ（Ｇ”／Ｇ’）を計算するために使用した。ｔａｎ
δ曲線のピークをガラス転移温度とした。
【０１６９】
　固形分
　サンプルをアルミニウムパンに秤量し、真空下、１６０℃で少なくとも４５分間乾燥す
ることによって、ポリマー固形分を重量測定法で決定した。２つのサンプルを試験し、平
均値を記録した。％固形分は下式によって計算される。
　重量％固形分＝１００［（Ａ－Ｂ）／（Ｃ－Ｂ）］
　変数Ａは、乾燥サンプルとアルミニウムパンの重量である。変数Ｂは、アルミニウムパ
ンの重量である。変数Ｃは、湿潤サンプル（乾燥前）とアルミニウムパンの重量である。
【０１７０】
　分子量分布
　ポリマーを、ゲル透過クロマトグラフィー（ＧＰＣ）を使用して、その分子量について
評価した。ポリマーを０．５％（重量／容量）の濃度でテトラヒドロフランに溶解し、０
．２マイクロメートルのポリテトラフルオロエチレンフィルターに通過させた。結果とし
て得られた溶液サンプルを、３５℃で２つのＰＬゲル５マイクロメートルＭＩＸＥＤ－Ｄ
カラム（Ｓｔｙｒａｇｅｌ　ＨＲ５Ｅ　７．８ｍｍ×３００ｍｍ）を備えたＷａｔｅｒｓ
　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ社（Ｍｉｌｆｏｒｄ，ＭＡ，ＵＳＡ）製のＧＰＣユニット並び
にＵＶ（モデル２４８７）及び屈折率（モデル２４１０）検出器を使用して、分析した。
投入後、サンプルを１ミリリットル／分で溶出させた。ポリスチレン標準液を使用して較
正を実施した。重量平均分子量（Ｍｗ）を決定し、キロダルトン（ｋＤａ）で記録した。
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【０１７１】
　クリープコンプライアンス
　接着性高分子フィルムサンプルを、Ｐｅｌｔｉｅｒ　Ｐｌａｔｅ加熱器具を備えたレオ
ロジー動的アナライザ（ＴＡ　Ｉｎｓｔｒｕｍｅｎｔｓ（Ｎｅｗ　Ｃａｓｔｌｅ，ＤＥ，
ＵＳＡ）製のモデルＤＨＲ－３　Ｒｈｅｏｍｅｔｅｒ）を使用して、さまざまな温度で、
そのクリープコンプライアンス（Ｊ）について評価した。サンプルは、ポリマー材料をシ
リコン剥離ライナー上にコーティングし、真空オーブン中、１６０℃で乾燥することによ
って調製した。次いで、結果として得られた高分子フィルムを１４０℃で約１ミリメート
ル（０．０３９インチ）の厚さまで加圧した。次いで周囲条件下で室温まで冷却させた後
、直径８ミリメートル（０．３１５インチ）の円形ダイを使用してサンプルを打ち抜き、
剥離ライナーの除去後、直径が８ミリメートルの上部の平行板に接着した。高分子フィル
ムを有する板を、レオメーター中のＰｅｌｔｉｅｒ　Ｐｌａｔｅの上に配置し、ポリマー
サンプルの露出面をＰｅｌｔｉｅｒ　Ｐｌａｔｅに接触させ、サンプルの端が上部の板の
端と一致するまで高分子フィルムを圧縮した。次いで温度を、０グラム＋／－１５グラム
の公称軸力で２分間、試験温度にて平衡化した。２分後、残りの試験中、固定されたギャ
ップを維持するために、軸力コントローラーは動作不能だった。８，０００パスカルの応
力をサンプルに３００秒間適用し、２８７秒でのクリープコンプライアンス（Ｊ）を記録
した。
【０１７２】
　実施例Ｅ１～Ｅ１３及び比較例ＣＥ１～ＣＥ７
　実施例１では、４３．５グラムのＨＡ、５．０グラムのＡｃｍ、１．５グラムのＨＥＡ
、０．５グラムのＭＥＫ中ＶＡＺＯ　５２の１０重量％溶液、０．４０グラムのＭＥＫ中
ＴＤＤＭの５重量％溶液、及び５０グラムのＭＥＫをガラス瓶に添加した。内容物を混合
し、窒素で２分間泡立たせた後、密封し、ラウンドロメーター回転式水溶（ＳＤＬ　Ａｔ
ｌａｓ，Ｒｏｃｋ　Ｈｉｌｌ，ＳＣ，ＵＳＡ）中に、６０℃で２４時間置いた。２４時間
後、サンプルをラウンドロメーターから取り出し、周囲条件を用いて冷却した。サンプル
をＧＰＣを使用して分析し、Ｍｗが１８６ｋＤａであると決定した。
【０１７３】
　実施例２～１３及び比較例ＣＥ１～ＣＥ７を、以下の表２に示す変更を除き、実施例１
と同様の方法で調製した。表２に、（メタ）アクリレートコポリマーを形成するために使
用した組成をまとめる。モノマー量は、モノマーの全重量を基準として重量パーセントで
示されている。ＡＢＰの量、ＡｅＢＰの量、溶媒の量、ＩＥＭの量、ＶＡＺＯ　５２の量
、ＴＤＤＭの量、及びＰＥ１の量は、ｐｐｈ（百分率、すなわち１００グラムの（メタ）
アクリレートコポリマーに基づいて添加された量）である。
【０１７４】
　次に、実施例１～１１及び比較例ＣＥ１～ＣＥ７を、以下のようにＩＥＭで処理した。
瓶の中のサンプルを空気でパージした後、ＩＥＭ（ＭＥＫ中ＩＥＭの１０重量％溶液とす
る）及びＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４（又はＴＰＯ－Ｌ）を表３に示す量で添加した。この
表の量は、乾燥ポリマー材料の乾燥百分率に基づく。瓶を密封し、テープで留め、ローラ
ー上に１６時間超置いた。最初の２～４時間後、加熱ランプを用いて、残りの時間かけて
瓶の内容物を約６０℃まで加熱した。
【０１７５】
　各実施例の重量平均分子量、多分散指数、ガラス転移温度、剪断貯蔵弾性率、及びクリ
ープコンプライアンスを、以下の表４に示す。
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【表２】

【表３】
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【表４】

【０１７６】
　実施例Ｅ１４～Ｅ２１及び比較例ＣＥ８
　実施例１４：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－６０／
３０／７／３）
　５７．５９グラムの２－ＥＨＡ、３０．０グラムのＢＡ、３．０グラムのＨＰＡ、７．
０グラムのＡｃｍ、７．０グラムのＤＭＦ、０．１０グラムのＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０
、１．３５グラムの２－ＥＨＡ中ＴＤＤＭの１０．０重量％溶液、及び０．８２グラムの
２－ＥＨＡ中ＭＥＨＱの２．４４重量％溶液を０．２４リットル（８オンス）ガラス瓶中
で攪拌し、６５℃に加熱することによって溶液を調製した。５０℃まで冷却した後、０．
４０グラムの２－ＥＨＡ中ＶＡＺＯ　５２の０．２５重量％溶液の混合物を混合しながら
添加した。次いで、８０グラムのこの混合物を、断熱反応装置（Ｆａｕｓｋｅ　Ａｓｓｏ
ｃｉａｔｅｓ，ＬＬＣ社（Ｂｕｒｒ　Ｒｉｄｇｅ，ＩＬ，ＵＳＡ）から商標名ＶＳＰ２で
入手可能）の一部であるステンレス製反応器に移した。加熱しながら反応器を酸素でパー
ジし、４１４ｋＰａの窒素ガスで加圧した後、６１℃の誘導温度に達した。重合反応を断
熱条件下で、１３２℃のピーク反応温度まで進行させた。反応混合物から５．０グラムの
一定分量を取ったところ、混合物中のモノマーの全重量に対して４３．４５重量％の％固
形分だった。
【０１７７】
　１．０グラムのＶＡＺＯ　５２、０．１０グラムのＶＡＺＯ　８８、０．０５グラムの
ＬＵＰＥＲＯＸ　１０１、０．１５グラムのＬＵＰＥＲＯＸ　１３０、及び４８．７グラ
ムの酢酸エチルを０．１２リットル（４オンス）ガラス瓶の中で混合することによって溶
液を調製した。この混合物を往復ミキサーで振盪して固形物を溶解した。次いで、０．７
グラムの溶液を攪拌しながら反応器に入れた。加熱しながら反応器を酸素でパージし、次
いで４１４ｋＰａ（６０ポンド／インチ２）の窒素ガスで加熱及び加圧した後、５９℃の
誘導温度に達した。重合反応を断熱条件下で、１５３℃のピーク反応温度まで進行させた
。混合物をその温度で３０分間保持し、次いで０．２４リットル（８オンス）の瓶に流し
入れた。サンプルを取ったところ、混合物中のモノマーの全重量に対して９０．９５重量
％の％固形分だった。サンプルは、前駆体（メタ）アクリレートコポリマーである。
【０１７８】
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　前駆体（メタ）アクリレートコポリマーを、以下の手順によってＩＥＭで処理した。１
７グラムのポリマーを、０．１２リットル（４オンス）の瓶の中の２５．５グラムのＭＥ
Ｋに溶解し、それに０．０７グラムのＩＥＭ及び０．０９グラムのＴＰＯ－Ｌを添加した
。瓶を密封し、テープで留め、ローラー上に１６時間超置いた。最初の２～４時間後、加
熱ランプを用いて、残りの時間かけて瓶の内容物を約６０℃まで加熱した。この実施例の
特性を、以下の表８に示す。
【０１７９】
　実施例１５：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－６０／
３０／７／３）
　以下の成分：５７４．０グラムの２－ＥＨＡ、３００．０グラムのＢＡ、３０．０グラ
ムのＨＰＡ、７０．０グラムのＡｃｍ、７０．０グラムのＰｒＯＨ、１．０グラムのＩＲ
ＧＡＮＯＸ　１０１０、８．０グラムの２－ＥＨＡ中ＴＤＤＭの２５．０重量％溶液、及
び１６．２グラムの２－ＥＨＡ中ＶＡＺＯ　５２の１．２３重量％溶液を、加圧反応装置
（Ｍｅｔｔｌｅｒ－Ｔｏｌｅｄｏ　Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ，Ｉｎｃｏｒｐｏｒａｔ
ｅｄ社（Ｃｏｌｕｍｂｕｓ，ＯＨ，ＵＳＡ）から商標名ＲＣ１ｅ　Ｐｒｏｃｅｓｓ　Ｄｅ
ｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　Ｗｏｒｋｓｔａｔｉｏｎで入手可能）の一部である１．８リットル
のステンレス製反応器に添加した。成分を、反応器中で攪拌した。加熱しながら反応器を
酸素でパージし、４１ｋＰａ（６ポンド／インチ２）の窒素ガスで加圧した後、６１℃の
誘導温度に達した。重合反応を断熱条件下で、１２４℃のピーク反応温度まで進行させた
。反応混合物から１５．０グラムの一定分量を取ったところ、混合物中のモノマーの全重
量に対して３５．５６重量％の％固形分だった。
【０１８０】
　１．０グラムのＶＡＺＯ　５２、０．１０グラムのＶＡＺＯ　８８、０．０５グラムの
ＬＵＰＥＲＯＸ　１０１、０．１５グラムのＬＵＰＥＲＯＸ　１３０、及び４８．７グラ
ムの酢酸エチルを０．１２リットル（４オンス）ガラス瓶の中で混合することによって溶
液を調製した。この混合物を往復ミキサーで振盪して固形物を溶解した。次いで、１０．
０グラムのこの酢酸エチル溶液を攪拌しながら反応器に入れた。加熱しながら反応器を酸
素でパージし、次いで４１ｋＰａ（６ポンド／インチ２）の窒素ガスで加熱及び加圧した
後、５９℃の誘導温度に達した。重合反応を断熱条件下で、１４８℃のピーク反応温度ま
で進行させた。ほぼ半分のバッチ（４８６．８グラム）を排出し、残りのポリマーを、反
応器中、残留溶媒及びモノマーから真空ストリッピングした。サンプルを排出ポリマーか
ら取ったところ、混合物中のモノマーの全重量に対して９１．９９重量％の％固形分だっ
た。
【０１８１】
　溶媒及び残留モノマーを真空ストリッピングにかけた後、反応器中に残ったポリマーの
量を計算すると５１２グラムに等しかった。次いで、１．４８グラムのＩＥＭをｉｎ　ｓ
ｉｔｕで反応器に添加し、反応器を１５０℃超で３０分間保持した。次に、３．８４グラ
ムのＩＲＧＡＣＵＲＥ　１８４を反応器に添加した。これを更に３０分間にわたって撹拌
した。サンプルを反応混合物から取り出したところ、混合物中のモノマーの全重量に対し
て９８．２２重量％の反応率だった。
【０１８２】
　この実施例の特性を、以下の表８に示す。
【０１８３】
　実施例１６：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　３６．８９グラムの２－ＥＨＡ、５０．０グラムのＢＡ、３．０グラムのＨＰＡ、８．
０グラムのＡｃｍ、８．０グラムのＤＭＦ、０．１０グラムのＩＲＧＡＮＯＸ　１０１０
、１．５０グラムの２－ＥＨＡ中１０．０重量％ＴＤＤＭ、及び０．４１グラムの２－Ｅ
ＨＡ中２．４４重量％ＭＥＨＱを８オンスのガラス瓶中で攪拌し、６５℃に加熱すること
によって溶液を調製した。５０℃まで冷却した後、０．３６グラムの２－ＥＨＡ中０．２
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５重量％ＶＡＺＯ　５２の混合物を添加し、混合した。加熱しながら反応器を酸素でパー
ジし、４１４ｋＰａ（６０ポンド／インチ２）の窒素ガスで加圧した後、６１℃の誘導温
度に達した。重合反応を断熱条件下で、１４７℃のピーク反応温度まで進行させた。反応
混合物からの一定分量（５．０グラム）を取ったところ、混合物中のモノマーの全重量に
対して４８．７２重量％の反応率だった。
【０１８４】
　０．２グラムのＶＡＺＯ　５２開始剤、０．０７グラムのＶＡＺＯ　６７開始剤、及び
４９．７３グラムの酢酸エチルを４オンスのガラス瓶中で混合することによって溶液を調
製した。この混合物を往復ミキサーで振盪して固形物を溶解した。その後、溶液０．７ｇ
をステンレススチール反応器で攪拌した。加熱しながら反応器を酸素でパージし、次いで
４１４ｋＰａ（６０ポンド／インチ２（ｐｓｉ））の窒素ガスで加圧した後、５９℃の誘
導温度に達した。重合反応を断熱条件下で、１２６℃のピーク反応温度まで進行させた。
混合物をその温度で３０分間保持し、次いで８オンスの瓶に流し入れた。一定分量（５．
０グラム）を反応混合物から取り出したところ、混合物中のモノマーの全重量に対して７
７．７１重量％の反応率だった。
【０１８５】
　１．０グラムのＶＡＺＯ　６７開始剤、０．２５グラムのＶＡＺＯ　８８開始剤、０．
１５グラムのＬＵＰＥＲＯＸ　１０１ペルオキシド、０．１５グラムのＬＵＰＥＲＯＸ　
１３０ペルオキシド、及び４８．４５グラムの酢酸エチルを４オンスのガラス瓶の中で混
合することによって溶液を調製した。この混合物を往復ミキサーで振盪して固形物を溶解
した。その後、溶液０．７ｇをステンレススチール反応器で攪拌した。加熱しながら反応
器を酸素でパージし、次いで４１４ｋＰａ（６０ポンド／インチ２）の窒素ガスで加圧し
た後、８０℃の誘導温度に達した。重合反応を断熱条件下で、１２３℃のピーク反応温度
まで進行させた。混合物をその温度で３０分間等温的に保持し、次いで０．２４リットル
（８オンス）の瓶に流し入れた。サンプルを取ったところ、混合物中のモノマーの全重量
に対して９６．４６重量％の％固形分だった。サンプルは、前駆体（メタ）アクリレート
コポリマーである。
【０１８６】
　前駆体（メタ）アクリレートコポリマーを、以下の手順によってＩＥＭで処理した。６
６．０グラムのポリマーを、０．２４リットル（８オンス）の瓶の中の６６．０グラムの
ＭＥＫに溶解し、それに０．２０グラムのＩＥＭを添加した。瓶を密封し、テープで留め
、ローラー上に１６時間超置いた。最初の２～４時間後、加熱ランプを用いて、残りの時
間かけて瓶の内容物を約６０℃まで加熱した。１０２．０グラムのこの混合物を新しい０
．２４リットル（８オンス）のアンバージャーに移し、それに０．０９グラムのＩＲＧＡ
ＣＵＲＥ　１８４を添加し、ローラー上で更に１０分間混合した。この実施例の特性を、
以下の表８に示す。
【０１８７】
　実施例１７：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　実施例１７は、実施例１６の前駆体ポリマーを使用した。ＩＥＭで処理した後、３０グ
ラムのポリマー／ＭＥＫ溶液を０．１２リットル（４オンス）アンバージャーに移し、そ
れに０．０８グラムのＴＰＯ－Ｌ及び３．０グラムのＭＥＫ中５０重量％の固形物ＣＮ９
８３を添加し、ローラー上で更に１０分間混合した。この実施例の特性を、以下の表８に
示す。
【０１８８】
　実施例１８：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　実施例１８は、表５～７に示す変更を除き、またより大型の反応器（７５ガロン）を使
用したこと以外は、実施例１５と同様の方法で調製した。この実施例の特性を、以下の表
８に示す。
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【０１８９】
　実施例１９：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　実施例１９は、表５～７に示す変更を除き、またより大型の反応器（７５ガロン）を使
用したこと以外は、実施例１５と同様の方法で調製した。この実施例の特性を、以下の表
８に示す。
【０１９０】
　実施例２０：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　実施例２０は、より大きな反応器（３００ガロン）を使用し、そのＩＥＭ官能化を、実
施例１５と同じ手順によってｉｎ　ｓｉｔｕで実施した以外は、実施例１６と同様の方法
で調製した。その他全ての変更を、表５～７に示す。この実施例の特性を、以下の表８に
示す。
【０１９１】
　実施例２１：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３９／
５０／８／３）
　実施例２１は、より大きな反応器（３００ガロン）を使用し、そのＩＥＭ官能化を、実
施例１５と同じ手順によってｉｎ　ｓｉｔｕで実施した以外は、実施例１６と同様の方法
で調製した。その他全ての変更を、表５～７に示す。この実施例の特性を、以下の表８に
示す。
【０１９２】
　比較例８：ＩＥＭで処理された前駆体（２－ＥＨＡ／ＢＡ／Ａｃｍ／ＨＰＡ－３５／５
５／７／３）
　比較例８は、表５～７に示す変更を除き、またより大型の反応器（３００ガロン）を使
用したこと以外は、実施例１５と同様の方法で調製した。この実施例の特性を、以下の表
８に示す。
【表５】

【０１９３】
　表５中、モノマーの量は、重合可能な組成物中のモノマーの全重量に基づく重量％で表
される。ＤＭＦ、ＰｒＯＨ、及びＴＤＤＭの量は、（メタ）アクリレートコポリマーの重
量に基づく百分率（ｐｐｈ）である。
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【表７】

【表８】
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